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       午前１０時００分 開会

◎開会・開議宣告

○議長（大原 昇君） おはようございま

す。

ただいまの出席議員は１３名でありま

す。定足数に達しておりますので、平成２

８年第２回美幌町議会定例会を開会しま

す。

これから、本日の会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（大原 昇君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１２５条

の規定により、１２番中嶋すみ江さん、１

３番古舘繁夫さんを指名します。

―――――――――――――――――――

◎日程第２ 会期の決定

○議長（大原 昇君） 日程第２ 会期の

決定についてを議題とします。

去る３月１日に、議会運営委員会を開き

ましたので、委員長から報告を求めます。

１１番橋本博之さん。

○１１番（橋本博之君）〔登壇〕 平成２

８年第２回美幌町議会定例会の開会に当た

り、去る３月１日、議会運営委員会を開催

いたしましたので、その内容と結果につい

て報告します。

本日、８日、第１日目は、初めに町長か

ら行政報告を受けます。その後、平成２７

年第７回定例会で、特別委員会に付託され

た議案第７４号第６期美幌町総合計画の基

本構想についてを審議し、報告第１号総務

文教厚生常任委員会から事務調査の結果を

報告します。続いて、同意第１号美幌町固

定資産評価審査委員会委員の選任について

から平成２７年度関連議案である議案第１

４号町道路線の変更についてから、議案第

２２号平成２７年度美幌町病院事業会計補

正予算（第４号）についてを審議します。

平成２７年度関連議案の審議後に、平成２

８年度関連議案である議案第２３号財産の

貸付についてから議案第４５号平成２８年

度美幌町病院事業会計予算についてまでの

２３件を一括上程した後、町長から町政執

行方針、教育長から教育行政執行方針を受

けます。その後、一般質問に入りますが、

通告順に戸澤義典さんの１名を予定してい

ます。

第２日目、９日は、前日に引き続き一般

質問を行い、中嶋すみ江さん、坂田美栄子

さん、稲垣淳一さん、吉住博幸さん、大江

道男さんの５名を予定しています。

第３日目、１０日は、第２日目に引き続

き一般質問を行い、新鞍峯雄さん、岡本美

代子さん、上杉晃央さん、髙橋秀明さんの

４名を予定しています。

第４日目、１１日は、平成２８年度関連

議案の説明を受けます。

第５日目、１２日、土曜日及び第６日

目、１３日、日曜日は休日休会となりま

す。第７日目、１４日及び８日目、１５日

は、開会後、本議会を休憩し、各議員から

休憩中に議案の疑問点整理を行います。

第９日目、１６日及び第１０日目、１７

日は、開会後、本議会を休憩し、休憩中に

関係部局から疑問点に対する聞き取りを行

います。

第１１日目、１８日は、平成２８年度関

連議案の質疑を行います。

第１２日目、１９日土曜日、第１３日

目、２０日日曜日及び第１４日目、２１日

祝日は、休日休会となります。

第１５日目、２２日は、第１１日目に引

き続き、平成２８年度関連議案の質疑を行

います。

第１６日目、２３日は、前日に引き続

き、平成２８年度関連議案の質疑を行いま

す。

第１７日目、２４日は、開会後、本議会

を休憩し、終日、会派等による審議を行い

ます。

第１８日目、２５日は、平成２８年度関
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連議案の表決を行った後、意見書案の審

議、報告案件などを予定しています。

次に、本定例会において、団体からの陳

情及び意見書の提出を求める陳情・要望を

６件受理しておりますので、その取り扱い

について報告します。

軽度外傷性脳損傷仲間の会からの軽度外

傷性脳損傷・脳しんとうの周知と予防、そ

の危険性や予後の相談のできる窓口などの

設置を求める陳情、北商連婦人部協議会及

び北見民主商工会からの所得税法第５６条

の廃止を求める意見書採択についての陳

情、美幌地区連合会からの給付型奨学金制

度の導入・拡充と教育費負担の軽減を求め

る意見書に関する陳情につきましては、意

見書を作成し、国等の関係機関へ提出いた

します。

また、キッズ・ボーティング・ジャパン

からの未来の有権者のための模擬投票所設

置に関する陳情、靖国神社国営化阻止道民

連絡会議からの日本国憲法の尊重・擁護に

関する要請の２件については資料配付の措

置といたしました。

以上とおり審議を進めることとし、会期

を本日３月８日から３月２５日までの１８

日間、実質１３日間としますが、議案審議

の進行状況によっては日程を順次繰り上げ

るなど調整することもありますので、ご承

知のほどよろしくお願いします。

本定例会は、新年度予算案を審議する重

要な定例会であり、会期１８日間の長丁場

となります。慎重なる審議に議員各位の協

力をお願いするとともに、行政職員の皆さ

んには真摯な答弁と対応を申し上げて、議

会運営委員会委員長としての報告といたし

ます。

以上です。

○議長（大原 昇君） お諮りいたしま

す。

ただいま議会運営委員会委員長から報告

のあったとおり、本定例会の会期を本日か

ら３月２５日までの１８日間といたしたい

と思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、会期は本日から３月２５日

までの１８日間と決定しました。

―――――――――――――――――――

◎諸般の報告

○議長（大原 昇君） 諸般の報告を行い

ます。

諸般の報告については、事務局長から報

告させます。

○事務局長（高崎利明君） 諸般の報告を

申し上げます。

本日の会議につきましては、お手元に配

付しております議事日程のとおりでありま

す。

朗読については、省略させていただきま

す。

次に、地方自治法第１２１条第１項の規

定に基づく出席説明員につきましても、印

刷したもの配付しておりますので、御了承

願います。

なお、吉住議員、体調不良のため本日、

鈴木農業委員会会長、公務及び所用のため

本定例会中、松本選挙管理委員会委員長、

所用のため明日以降、平井副町長、インフ

ルエンザのため本日から１１日までの間、

欠席の旨、それぞれ届け出がありました。

また、本定例会中、議会広報及び町広報

用のため写真撮影を行いますので、御了承

願います。

なお、報道機関の写真撮影及びパソコン

使用を許可しておりますので、あわせて御

承知おき願います。

以上で諸般の報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第３ 行政報告

○議長（大原 昇君） 日程第３ 行政報

告について。

町長から行政報告があります。

町長。
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○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 本日、こ

こに平成２８年第２回美幌町議会定例会が

開催されるに当たり、御出席を賜りました

議員各位に対しまして、心から感謝いたし

ますとともに、行政報告と提出案件の概要

について御説明を申し上げます。

行政報告といたしましては、第１に、御

寄附についてであります。

平成２７年１１月４日、東京都世田谷区

にお住まいの本田忠盛様から、博物館展示

備品整備及び木育施設整備のために役立て

ていただきたいと３００万円を、平成２８

年１月１９日、宮城県仙台市にお住まいの

中川勲様から、医療関係の充実のために役

立てていただきたいと１００万円を、１月

２１日、網走信用金庫理事長小山志郎様か

ら、網走信用金庫創立９０年を記念して、

青少年の育成事業のために役立てていただ

きたいと１００万円を、それぞれ御寄附を

いただいたところであります。

御厚志をありがたくお受けし、御趣旨に

沿って活用してまいります。

第２に、国勢調査結果の概要についてで

あります。

昨年１０月１日を調査基準日として実施

されました平成２７年国勢調査の人口速報

集計によりますと、本町の人口は２万３０

０人、世帯数は８，６２６世帯となってお

ります。

これを前回、平成２２年国勢調査結果と

比較しますと、人口で１，２７５人、５．

９％の減少、世帯数でも９９世帯、１．

１％の減少となっております。人口減少の

要因は、最終的な集計結果を待って分析し

なければなりませんが、少子化の進行及び

町外への就学や就職などが考えられます。

なお、詳細な調査結果は、後日、総務省

統計局から順次公表されることとなってお

ります。

第３に、美幌町立国民健康保険病院の医

師確保及び診療体制についてであります。

平成２７年６月以降の国保病院の診療体

制は、常勤医師及び非常勤医師の招聘によ

り、内科・総合診療科・循環器内科・外

科・小児科・整形外科・泌尿器科・腎臓内

科・眼科・脳神経外科の１０科体制とな

り、１０名の常勤医師と２名の非常勤医師

により診療を行っているところでありま

す。診療体制が整いつつある中、さらに診

療体制の充実を図るため、引き続き医師の

招聘を行ってきましたが、このたび、病院

見学を終えた内科医師より、本町国保病院

の常勤医師として、平成２８年４月１日付

で赴任したい旨の意思表示があったところ

であります。

採用を予定している医師は、札幌医科大

学医学部卒業の、現在、新ひだか町の静仁

会静内病院に勤務している小林秋人医師、

３８歳であります。

小林医師は、消化器内科が専門で、日本

消化器学会専門医、内視鏡学会専門医、日

本内科学会認定医、日本プライマリケア学

会認定医・指導医、臨床研修指導医の資格

を有しており、採用後は、一般内科・消化

器内科医師として診療に当たる予定であり

ます。

また、オホーツク管内において、呼吸器

内科の専門的な診療を行う医療機関が少な

いことから、国保病院での呼吸器内科の開

設を図るため医師招聘に取り組んでまいり

ましたが、このたび、国保病院の新たな診

療科として、毎週木曜日の午後に非常勤医

師による呼吸器内科を平成２８年４月より

開設することといたしました。

診療に当たる医師は、旭川医科大学医学

部卒業の大松広伸医師、５２歳でありま

す。

大松医師につきましては、現在、千葉県

柏市の独立行政法人国立がん研究センター

東病院で勤務しておりますが、平成２８年

４月より網走市に居住することから、本町

国保病院の非常勤医師として勤務したい旨

の申し出があったところであります。

呼吸器内科の診療に当たりましては、肺
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がんＣＴ検診認定医の資格を有しているこ

とから、肺がん化学療法や肺のＸ線・ＣＴ

読影の専門性を生かして診療を行う予定で

あります。

今回の医師招聘により、国保病院は、従

来にない診療機能の充実が図られることと

なりますが、眼科医師の常勤化や産婦人科

医師の招聘を含め、今後も引き続き、将来

を見据えた医師確保対策に取り組むととも

に、病病・病診連携や保健・医療・介護・

福祉のネットワーク推進に取り組んでいく

所存であります。

次に、御提案いたします議案等について

御説明を申し上げます。

人事案件について。

同意第１号については、本町固定資産評

価審査委員会委員佐藤俊一氏は、本年３月

２５日をもって任期満了となりますので、

引き続き同氏を選任いたしたく、御同意を

賜りたいのであります。

町道路線の変更、廃止について。

議案第１４号町道路線の変更について

は、第４６１号道路の路線統合に伴う変更

をしようとするものであります。

議案第１５号町道路線の廃止について

は、第４６５号道路の路線統合に伴う廃止

をしようとするものであります。

平成２７年度各会計の補正予算につい

て。

まず、一般会計の主なものとしては、事

業確定に伴う債務負担行為及び地方債の補

正を、情報セキュリティー対策システム構

築委託料として１，８６３万円、年金生活

者等支援臨時福祉給付金システム作成委託

料として３３９万５，０００円、東陽小学

校特別支援学級の新年度からの増設に係る

準備経費として２２３万７，０００円、そ

の他、年度末における事務事業の確定に伴

う執行残の整理などを行おうとするもので

あります。

次に、特別会計及び企業会計についてで

ありますが、国民健康保険特別会計につい

ては、受診件数の減少に伴う療養給付費の

減額などを、介護保険特別会計について

は、利用者の増加に伴う施設介護サービス

給付費の追加などを、公共下水道特別会計

については、建設事業費の確定に伴う減額

などを、個別排水処理特別会計について

は、個別浄化槽清掃業務委託料の増加など

を、水道事業会計については、水道管路整

備事業の確定に伴う建設改良費の減額など

を、病院事業会計については、医療機器更

新事業の確定に伴う建設改良費の減額など

を行おうとするものであります。

財産の貸付について。

議案第２３号は、美幌峠牧場における預

託内容の確保を図るため、有限会社ワタミ

ファームに美幌峠牧場の施設などについ

て、時価よりも低い価格及び無償で貸付す

るための議決をいただきたいものでありま

す。

過疎地域自立促進市町村計画の策定につ

いて。

議案第２４号は、平成２６年度から本町

が過疎地域の指定を受けたことに伴い、国

の財政上の優遇措置を活用するため、過疎

地域自立促進特別措置法に基づき、美幌町

過疎地域自立促進市町村計画の議決をいた

だきたいものであります。

規約の変更について。

議案第２５号オホーツク東部広域農業水

利管理協議会規約の変更については、オホ

ーツク東部広域農業水利管理協議会におい

て、農業用排水管理に関する事務をあわせ

て共同して管理及び執行することになった

ことから、規約を変更しようとするもので

あります。

条例の制定について。

議案第２６号行政不服審査法の施行に伴

う関係条例の整備等に関する条例の制定に

ついては、行政不服審査法の改正に伴い、

美幌町行政不服審査会の設置及び行政不服

審査法の手続き等について関係する条例の

改正をしようとするものであります。
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議案第２７号番号法施行条例の一部を改

正する条例制定については、マイナンバー

を利用できる事務に、ひとり親家庭などの

母または父及び児童に対する医療費の助成

に関する事務の追加及び文言等を整理しよ

うとするものであります。

議案第２８号美幌町附属機関に関する条

例等の一部を改正する条例の制定について

は、附属機関の新設及び既存の附属機関に

係る規定を改正しようとするものでありま

す。

議案第２９号美幌町職員定数条例の一部

を改正する条例制定については、町長部局

及び教育委員会職員の増員により、子育て

支援対策、地域活性化などの充実を図るた

め改正しようとするものであります。

また、病院事業において、診療科目の増

設に伴う医師の増員及び医療技術者並びに

看護師の増員など、医療体制の充実を図る

ため改正しようとするものであります。

議案第３０号地方公務員法及び地方独立

行政法人法の一部を改正する法律の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制定に

ついては、地方公務員法の一部改正に伴

い、美幌町職員の給与に関する条例に等級

別基準職務表を規定するほか、文言等の改

正をしようとするものであります。

議案第３１号美幌町手数料徴収条例の一

部を改正する条例制定については、既存住

宅の増改築に係る認定事務の追加及び建築

物の省エネルギーに関する認定事務に係る

手数料を規定しようとするものでありま

す。

議案第３２号美幌町乳幼児等医療費の助

成に関する条例の一部を改正する条例制定

については、美幌町乳幼児等医療費の助成

について、助成対象枠を拡大しようとする

ものであります。

議案第３３号美幌町季節保育所条例の一

部を改正する条例制定については、季節保

育所において保育料の多子軽減を行おうと

するものであります。

議案第３４号美幌町へき地保育所条例の

一部を改正する条例制定については、へき

地保育所における保育料の多子軽減につい

て、上限年齢の引き上げを行おうとするも

のであります。

議案第３５号美幌町介護保険条例の一部

を改正する条例制定については、在宅医

療・介護連携推進事業及び生活支援体制整

備事業について、事業実施猶予期間及び事

業開始時期を定めようとするものでありま

す。

議案第３６号美幌町消費生活センター設

置条例の制定については、消費者安全法に

基づく消費生活センターの設置について、

同センターの組織及び運営に関する事項な

どを定めようとするものであります。

議案第３７号美幌町移住体験住宅条例の

一部を改正する条例制定については、美幌

町移住体験住宅の使用料に灯油料金を加え

ようとするものであります。

なお、平成２８年度各会計予算につきま

しては、後ほど、平成２８年度町政執行方

針において総括的に御説明いたしました

後、各議案について逐次御説明申し上げて

まいりますので、慎重なる御審議の上、原

案に御協賛を賜りますようお願い申し上

げ、行政報告と提出案件の概要説明といた

します。

○議長（大原 昇君） これで、行政報告

を終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第４ 議案第７４号

○議長（大原 昇君） 日程第４ 議案第

７４号第６期美幌町総合計画の基本構想に

ついてを議題とします。

本案につきましては、平成２７年第７回

定例会において、第６期美幌町総合計画審

査特別委員会に付託しておりますので、そ

の審査結果報告書の審査の結果以降につい

て、職員に朗読させます。

○議事係長（橋本 勝君） ３、審査の結

果。
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第６期美幌町総合計画の基本構想につい

て、関係職員の出席を求めるなどして慎重

に審議した結果、原案どおり可決すべきも

のと決定した。

４、少数意見の留保。

美幌町議会会議規則第７６条の規定によ

る少数意見の留保はない。

○議長（大原 昇君） 本案について、副

委員長の報告を求めます。

１１番橋本博之さん。

○１１番（橋本博之君）〔登壇〕 委員長

欠席のため、副委員長の私から報告させて

いただきます。

修正箇所は何点かありましたが、原案ど

おり可決されました。しかし、委員の中か

ら、総合計画の審査に当たっては、基本構

想にあわせて基本計画の内容も大きくかか

わってくることから、今後、基本計画も議

会の議決を経るべきとの議論や意見も多か

ったことを口頭意見として１点報告させて

いただきます。

以上です。

○議長（大原 昇君） これで、副委員長

報告を終わります。

これから、議案第７４号第６期美幌町総

合計画の基本構想についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案に対する委員長報告は可決です。

本案は、委員長報告のとおり、決定する

ことに賛成の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、議案第７４号第６期美幌町

総合計画の基本構想については、委員長報

告のとおり可決されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第５ 報告第１号

○議長（大原 昇君） 日程第５ 報告第

１号総務文教厚生常任委員会事務調査結果

報告についてを議題とします。

職員に、報告書の調査の結果についての

み朗読させます。

○議事係長（橋本 勝君） ３、調査の結

果。

近年、少子高齢化、核家族化、単身世帯

の増加などを背景に、親類縁者がいない、

または、親類縁者がいても遠方に住んでい

る、子供に墓地の継承に伴う負担をかけた

くないなどのさまざまな事情から、従来の

ような家族を単位とした墓地を維持してい

くことが困難になっている方が増加してい

る。

このことから、従来のような家族単位で

埋葬される墓地にかわる新たな選択肢の一

つとして、継承を前提としない宗教法人の

永代供養墓や多くの人々が共同で利用する

合葬墓の関心が高まってきた。

一般的に、通常の墓地に比べて初期費用

が安く、継続的な管理費等が発生しないと

いった経済的利点も永代供養墓や合葬墓に

関心を寄せる理由となっており、個人が自

主的に選ぶ埋葬方法の一つとなっている。

このような状況を踏まえ、当委員会で

は、合葬墓設置の取り組みについて着目

し、道内の先進地を視察・調査したので、

その代表的な取り組みを紹介したい。

千歳市（平成２８年２月１日現在、人口

９万５，９２２人）では、合葬墓設置の要

望に応えて、２度のアンケート調査を実施

した後、市営墓地の駐車場の一角、敷地面

積２５平方メートルに建設費６５３万２，

０００円の全額を市内の葬儀業者から寄贈

を受け、平成２７年５月に合葬墓「千縁

塚」が建設された。焼骨収蔵数は１，５０

０体で、使用年数は５０年を予定してお

り、合葬墓の使用料は１体５，０００円と

なっているが、合葬墓前での読経、聖書朗

読、供物、供花など、宗教的行為は禁止さ

れている。合葬墓設置後の申し込み状況

は、開設後３カ月で、改葬３４体、焼骨４

５体の計７９体で、生前予約は１６名とな

っている。

北見市（平成２８年２月１日現在、人口

１２万９６２人）では、平成２５年４月に
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市営北見ヶ丘霊園内、敷地面積１７平方メ

ートルに北見合同納骨塚が建設され、建設

費３８６万４，０００円のうち、一部は市

民からの寄贈によるものとなっている。焼

骨収蔵数は２，０００体で、使用年数は５

０年を予定しており、合同納骨塚の使用料

は１体５，０００円となっているが、合同

納骨塚前での読経、聖書朗読、供物、供花

など宗教的行為は可能となっている。合同

納骨塚設置後の申し込み状況は、調査時点

で、申し込み人数１３１名、焼骨埋蔵数２

４２体で、生前予約は行っていない。

網走市（平成２８年２月１日現在、人口

３万７，３０９人）では、市民から合葬墓

設置の要望があり、平成２５年１０月に市

営潮見霊園内の敷地面積３５０平方メート

ルに、霊園造成工事にあわせて潮見合葬墓

「和」が建設された。焼骨収蔵数は３００

体で、使用年数は３０年を予定しており、

合葬墓の使用料は管理料と合わせて１体２

万円となっている。また、合葬墓横には墓

誌が設置されており、希望者は名前を刻む

ことができ、年１回、献花式が催されてい

る。合葬墓設置後の申し込み状況は、調査

時点で、申し込み焼骨埋蔵数は１５８体

で、生前予約は２７１人となっている。

以上のとおり、先進地も含め調査・検討

する中で、委員会として意見の集約を見た

ので、ここに報告する。

１、合葬墓の設置について。

３市の合葬墓・合同納骨塚を調査した結

果、合葬墓・合同納骨塚建設の是非に関す

る事前の市民・宗教団体等への調査の有

無、墓前での宗教的行為の是非、墓誌の有

無等で若干の相違が見られるが、合葬墓の

開設は、設置した自治体の予想を超えて高

い評価を得て歓迎されている。また、宗教

団体等からの異論も事前・事後ともに皆無

と言える状況にある。

美幌町においても、少子高齢化、核家族

化等により、墓の継承について不安を抱え

る町民がふえていること、ライフスタイル

の変化とともに墓に対する町民の価値観が

多様化していることから、町民のニーズを

十分認識して、町民の安心に資するため、

早急に町営合葬墓の建設を図るべきであ

る。

○議長（大原 昇君） 本件について、委

員長より報告を求めます。

２番大江道男さん。

○２番（大江道男君）〔登壇〕 一言だ

け、口頭で申し上げたいと思います。

調査の結果は報告のとおりであります。

また、合葬墓の設置についての当委員会

の意見は、いずれも少子高齢化、核家族化

などによりまして、墓の継承についての町

民の不安が大変ふえている、議会の報告会

の中でも直接的に合葬墓をぜひ設置してほ

しい、こういう声も私どもは聞いていると

ころであります。

特に一言だけ申し上げたいのは、例え

ば、網走市のように、お墓を拡充する際

に、その設計料あるいは建設の事前の調査

の費用も含めて一切の費用が実は使用料の

計算式の中に入っておりまして、町民の負

担は一切ないというのが合葬墓の特徴であ

ります。そういう点では、行政としてぜひ

胸を張って町民の期待に応えるということ

が必要ではないか、このように思っている

ところでございます。

そこの部分を委員会としてもしっかり認

識いたしましたので、あわせて、委員長と

して追加報告をさせていただきます。

以上です。

○議長（大原 昇君） これから、委員長

報告に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

以上で、総務文教厚生常任委員会事務調

査結果報告を終わります。

―――――――――――――――――――

◎日程第６ 同意第１号
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○議長（大原 昇君） 日程第６ 同意第

１号美幌町固定資産評価審査委員会委員の

選任についてを議題とします。

直ちに提出者の説明を求めます。

町長。

○町長（土谷耕治君） 同意第１号美幌町

固定資産評価審査委員会委員の選任につい

て御説明を申し上げます。

本町固定資産評価審査委員会委員佐藤俊

一氏は、平成２８年３月２５日をもって任

期満了となるので、次の者を選任いたした

く、地方税法第４２３条第３項の規定によ

り、議会の同意を求めるというものでござ

います。

記。

住所、美幌町字高野９５番地の５。

氏名、佐藤俊一様。

生年月日、昭和３２年１０月６日生まれ

でございます。現在３期目でございます。

以上、御説明を申し上げました。

よろしくお願いをいたしたいと思いま

す。

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、同意第１号美幌町固定資産評

価審査委員会委員の選任についてを採決し

ます。

この採決は、起立によって行います。

本件は、同意することに賛成の方は起立

願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本件は、同意することに決

定しました。

―――――――――――――――――――

◎日程第７ 議案第１４号

○議長（大原 昇君） 日程第７ 議案第

１４号町道路線の変更についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 議案第１

４号町道路線の変更についてを御説明申し

上げます。

道路法第１０条第２項の規定により、町

道の路線を次のように変更しようとするも

のであります。

町道の路線の変更につきましては、記以

下の１路線でありまして、詳細につきまし

ては参考資料で御説明いたしますので、参

考資料１ページ、２ページをお開き願いま

す。

資料１、議案第１４号関係、町道路線の

変更についてであります。

路線名は町道第４６１号道路で、字稲美

の旧自衛隊第２官舎の東側に位置する路線

であります。

２ページの図面では、変更前路線を二重

線で表示しており、黒丸印の起点で町道第

４２９号道路、終点は町道第４６０号道路

に接続している道路であります。変更後は

実線で表示しております。町道第４２９号

道路を起点として、町道第４６０号道路を

重複路線として間に挟み、町道第４２９号

道路を終点とするものであります。

参考資料の１ページにお戻り願います。

変更前、変更後の総延長、実延長、重複

延長、最大敷地幅員、最小敷地幅員は記載

のとおりであります。

なお、起終点の住所につきましては、議

案本文で記載しておりますので、朗読を省

略させていただきます。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第１４号町道路線の変更

についてを採決します。
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この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第８ 議案第１５号

○議長（大原 昇君） 日程第８ 議案第

１５号町道路線の廃止についてを議題とし

ます。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 議案第１

５号町道路線の廃止についてを御説明申し

上げます。

道路法第１０条第１項の規定により、町

道路線を次のように廃止しようとするもの

であります。

町道路線の廃止につきましては、記以下

の１路線でありまして、詳細につきまして

は参考資料で御説明させていただきますの

で、参考資料の３ページ、４ページをお開

き願います。

資料３、議案第１５号関係、町道路線の

廃止であります。

路線名は町道第４６５号道路で、議案第

１４号と同様、旧自衛隊第２官舎の東側の

路線であります。４ページの図面では、廃

止路線を実線で表示しており、黒丸印が起

点で、町道第４２９号道路、終点は町道第

４６０号道路に接続している道路でありま

す。廃止後は、議案第１４号で説明申し上

げました町道第４６１号道路として供用し

ようとするものであります。

参考資料の３ページにお戻り願います。

廃止する路線の総延長、実延長、重複延

長は記載のとおりであります。

なお、起終点の住所につきましては、議

案本文で記載しておりますので、朗読を省

略させていただきます。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第１５号町道路線の廃止

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第９ 議案第１６号

○議長（大原 昇君） 日程第９ 議案第

１６号平成２７年度美幌町一般会計補正予

算（第１１号）についてを議題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

総務部長。

○総務部長（広島 学君） 議案第１６号

平成２７年度美幌町一般会計補正予算（第

１１号）について御説明を申し上げます。

平成２７年度美幌町の一般会計補正予算

（第１１号）は、次に定めるところによ

る。

今回の補正につきましては、主に年度末

における執行残の整理を行おうとするもの

でございます。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ７，４１６万３，０００円を減

額し、歳入歳出それぞれ９９億８，３７９

万２，０００円とする。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明を申し上げます。

債務負担行為の補正。

第２条、債務負担行為の変更は、第２

表、債務負担行為補正により御説明を申し
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上げます。

地方債の補正。

第３条、地方債の変更は、第３表、地方

債補正により御説明を申し上げます。

それでは、議案１６ページをお開きただ

きたいと思います。

第２表、債務負担行為補正について御説

明を申し上げます。

平成２７年度、平成２８年度で策定を行

います美幌町公共施設等総合管理計画及び

固定資産台帳整備業務委託料について、入

札執行残によりまして３９０万１，０００

円を減額し、限度額３９３万２，０００円

の変更を行うものでございます。

次に、１７ページをお願いいたします。

第３表、地方債補正について御説明を申

し上げます。

地方公共団体情報セキュリティ強化対策

事業についてでございますけれども、サイ

バー攻撃が急速に複雑化、巧妙化してお

り、マイナンバー導入に伴い、情報漏えい

を未然に防ぐため、情報セキュリティの強

化を図るものでございまして、インターネ

ット接続系とＬＧＷＡＮ接続系を分割する

とともに、認証制度を従来のパスワード認

証に加え、指紋と指の静脈をスキャナーで

読み込む認証を追加するものでございま

す。

総事業費につきましては１，８６３万円

で、国庫補助が補助基本額上限の１，３３

０万円の２分の１で６６５万円を、残りの

１，１９０万円に対して起債を求めるもの

でございます。

起債額１，１９０万円のうち、補助裏で

あります６６０万円につきましては、補正

予算債、充当率、交付税措置１００％で、

残りの５３０万円につきましては、一般補

助施設整備等事業債の通常分として充当率

７５％、交付税措置５０％の借り入れを起

こそうとするものでございます。

次に、保健福祉総合センター整備事業か

ら林業施設災害復旧事業までにつきまして

は、事業費確定による減額でございます。

一番下の旭小学校屋外遊具更新事業につ

きましては、起債対象外となったことに伴

います減額でございます。

この結果、平成２７年度地方債につい

て、１，３６０万円を減額して６億８，１

６０万２，０００円とするものでございま

す。

次に、３２、３３ページをお開きいただ

きます。

３、歳出について御説明を申し上げま

す。

３３ページ、一般管理費の庁用事務費の

増、通信運搬費につきましては郵便料の増

でございます。

その他につきましては、年度末の整理を

行うものでございます。

次に、３５ページをお開きいただきま

す。

３５ページ一番下の積立金、財政調整等

基金積立金の増でございますけれども、今

回の補正に係る財源調整分を公共施設整備

基金への積み立てとして１億２，１７２万

４，０００円を、それから、利率等の預入

率の減によりまして２６９万７，０００円

を減額、また、１月２２日に網走信用金庫

小山理事長様から、創立９０周年を祝し

て、地域青少年育成に役立ててほしいと１

００万円の御寄附をいただいたものを積み

立てするものでございます。

なお、今定例会において補正をしており

ます平成２７年度各基金の補正後の年度末

予定残高につきましては、参考資料の５ペ

ージに添付しております。

次に、３７ページをお開き願います。

電算管理費、電算システム事業費の増の

情報セキュリティ対策システム構築委託料

１，８６３万円につきましては、第３表、

地方債の補正で御説明を申し上げたとおり

でございます。

それから、一番下の通知カード・個人番

号カード関連事務委任交付金３４９万８，



－ 14－

０００円につきましては、交付金再算定に

伴う増でございます。

次に、３９ページをお願いします。

一番下の高齢者福祉推進事業費の増につ

きましては、４１ページで御説明を申し上

げます。

４１ページの一番上の修繕料１４万４，

０００円の増につきましては、「たすけあ

いチーム」への貸与の除雪機の修繕を行う

ものでございます。

それから、同じく年金生活者等支援臨時

福祉給付金システム作成委託料につきまし

ては、臨時福祉給付金支給に向けたシステ

ム作成に係る委託料、その他は年度末の整

理を行うものでございます。

次に、４３ページをお願いいたします。

児童福祉総務費、法人立施設等運営費負

担金につきましては、藤幼稚園に対する施

設型給付費の増で、園児数の増加によるも

ので、２，０９７万２，０００円の増でご

ざいます。

次に、４５ページをお願いいたします。

児童措置費、児童手当についてでござい

ます。１，８２１万円の減額でございます

けれども、これは、支給延べ児童数の減少

によるもので、特に３歳未満の減少が大き

かったところでございます。

次に、４７ページをお願いいたします。

清掃費のごみ分別収集関連事業費の増、

手数料の業務等委託料４万７，０００円の

増につきましては、ごみ袋売り払いの増に

よるものでございます。

次に、４９ページをお願いいたします。

農地費の道営土地改良事業費でございま

す。

上から二つ目の食料供給基盤強化特別対

策事業負担金６万４，０００円の増につき

ましては、町内在住者が大空町の畑総事業

に参加したことに伴います負担分でござい

ます。

次に、５１ページをお開きいただきたい

と思います。

林業総務費、林業推進事業費の増の積立

金２６２万１，０００円でございます。こ

れは、社会医療法人恵和会様から９９万

８，５０６円、生活協同組合コープさっぽ

ろ様から３３万９，６７３円、ＮＰＯ法人

コンベンション札幌ネットワーク様から１

１５万６，０１２円、株式会社宮田建設様

から１２万９，０００円のそれぞれ御寄附

をいただいたものでございます。

次に、５３ページをお願いいたします。

上から二つ目、除雪対策事業費の増の臨

時職員賃金１００万２，０００円の増でご

ざいます。これは、除排雪作業の職員の時

間外手当１２名分の増加によるものでござ

います。

次に、５５ページは、年度末の整理で、

５７ページをお開きいただきたいと思いま

す。

２、小学校費、学校管理費の小学校管理

事業費の修繕料でございます。東陽小学校

の新年度入学の特別支援学級在籍予定者が

１１名となり、現６学級から７学級に増設

が必要となったことから、入学式までに改

修が必要となったため、今回補正を行うも

のでございます。

それから、庁用備品についてでございま

す。今、説明を申し上げました東陽小学校

の特別支援学級増設に伴う備品類が４９万

２，０００円、それから、平成２８年度か

らスタートします授業改善推進チーム活用

事業に向けた備品整備が４３万円でござい

ます。

次に、５９ページをお願いいたします。

中学校費の学校管理費、中学校スクール

バス運行事業費の増、修繕料でございま

す。これは、平成１２年購入の報徳・田

中・日並線運行のスクールバスの屋根の修

繕を春休み中に行うものでございます。

続いて、６１から６３ページについては

年度末の整理でございますので、６５ペー

ジをお願いいたします。

職員給与費のその他手当１２５万２，０
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００円の増でございますけれども、時間外

勤務手当の増でございます。

次に、歳入について御説明を申し上げま

すので、２２ページにお戻りいただきたい

と思います。

歳入について御説明を申し上げます。

歳入につきましても、歳出と同様、主に

年度末における整理を行うものでございま

す。

まず、町民税、所得割１，８７４万４，

０００円の増でございますけれども、これ

は、主に自衛隊員の海外派遣による給与所

得の伸びによるものでございます。

続きまして、固定資産税、現年課税分の

１，７１０万９，０００円の増でございま

すけれども、設備投資等による償却資産の

増などでございます。

次に、２５ページをお願いいたします。

国庫補助金の総務管理費補助金、地方公

共団体情報セキュリティ強化対策費補助金

６６５万円につきましては、地方債の補正

で説明を申し上げました。

その下の個人番号カード交付事業費補助

金の増３４９万８，０００円につきまして

は、交付金再算定による増でございます。

それから、社会福祉費補助金の年金生活

者等支援臨時福祉給付金給付事務費補助金

３７４万７，０００円につきましては、シ

ステム改修に係る補助金でございます。

下から二つ目の総務管理費補助金、地域

づくり総合交付金の増１２０万円につきま

しては、毛布、床マット、仮設トイレ等の

購入に対する補助でございます。

続きまして、２９ページをお願いいたし

ます。

１７款、寄附金でございます。

社会福祉寄附金５万円の増でございま

す。１２月２５日、仲町１丁目の岡田宏将

様から子育て支援のためにと５万円の御寄

附をいただいたものでございます。

その下の林業費寄附金、教育総務費寄附

金については、歳出で説明したとおりでご

ざいます。

それから、財政調整基金繰入金の減につ

きましては、今回の補正の財源調整として

繰り入れの戻しを行うものでございます。

その下のふるさとづくり基金繰入金の減

につきましては、充当予定事業費の確定に

伴う減でございます。

３１ページをお願いいたします。

町債につきましては、第３表、地方債補

正で説明を申し上げたとおりでございま

す。

以上、御説明を申し上げました。

よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） 暫時休憩としま

す。再開は１１時１５分といたします。

午前１１時０２分 休憩

―――――――――――――――――――

午前１１時１５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。

これから、質疑を行います。

４番上杉晃央さん。

○４番（上杉晃央君） それでは、３点質

問したいと思います。

まず、１６ページの債務負担行為の補正

のところで、先ほど、入札執行残というこ

とですけれども、設計した金額から相当落

ちているのですが、何か特別な事情があっ

たのかどうか、その辺をお尋ねしたいと思

います。

それから、３７ページの一番上の情報セ

キュリティ対策システム構築委託料の関係

で、先ほど指紋照合というような御説明が

ありましたが、具体的にもう少し詳しく、

どこかの特定の部署でセキュリティ対策を

するために、そこに従事する職員の指紋を

照合して対策するのか、その辺の状況がよ

くわからないものですから、お教えいただ

きたいと思います。

それから、３７ページの一番下のマイナ

ンバーの関係ですけれども、現状での登録

状況がどれぐらいの件数になっているのか
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ということと、通知して戻ってきたもの

は、私の記憶では、たしか３カ月間ぐらい

市町村で保管するという説明を前に受けて

いたと思うのですけれども、現在、保管し

ている件数はどの程度あるのか、それにつ

いて御説明いただきたいと思います。以上

です。

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。

○契約財産主幹（石坂 聡君） 補正予算

の１６ページ債務負担行為の補正という話

の中で質問がありました。

年度当初、４月２３日に入札を行いまし

て、入札の結果としては、落札率が５０．

１９％となっています。当初予定した金額

から相当落ちているということで、今回、

債務負担の補正をさせていただいておりま

す。

その中で、実情的には、総合管理計画は

２８年までということで、２６年から始ま

って、地方としては最初のほうに当たりま

す。そういう意味では、業者さんの中で

は、一斉に始まりますから、実績を上げた

いという状況にあったのかと思います。

ただ、そういう中で、結果として５０．

１９％になりましたが、私どもとしては、

外から見ていることになりますけれども、

そういう状況の判断をしております。以上

です。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 状況はわかりまし

た。ところで、何社ぐらいを指名して決ま

ったのか、指名数だけ教えてください。

○議長（大原 昇君） 契約財産主幹。

○契約財産主幹（石坂 聡君） お答えし

ます。

６社を指名しまして、そのうちの２社が

辞退してございます。辞退したのは、二十

一世紀総合研究所と株式会社ＮＴＴファシ

リティーズの２社でございます。

内容的には、今回、固定資産台帳と総合

管理計画を出していますので、やはり、ど

ちらかというと固定資産ができない業者と

いうか、手薄なところもあったりして技術

者が配置できないという理由があって辞退

されているということになっています。以

上です。

○議長（大原 昇君） 電算主幹。

○電算主幹（河端 勲君） 上杉議員の御

質問にお答えいたします。

今回計上させていただきましたシステム

構築でございますけれども、マイナンバー

制度の導入に伴いまして、個人情報の漏え

い事故を未然に防ぐための技術指針が総務

省より示されたところでございます。

内容といたしましては、マイナンバー業

務に関する部分、一般事務に関する部分に

ついてのインターネット接続を分離して、

セキュリティを保持するという項目が１

点、２点目として、マイナンバーを取り扱

うパソコンを使用できる者を厳格化するた

め、複数の認証にしなさいという２点でご

ざいます。

マイナンバー業務を取り扱うパソコンに

つきましては、既にインターネットには接

続できないようにしておりますので、イン

ターネットを介しての感染、情報漏えい等

はないものと判断しておりますけれども、

一般事務に使用しているパソコンにつきま

してはインターネット接続が可能な状況に

なっておりますので、その対策といたしま

して、ファイアウォールとか管理サーバー

の増設等によりましてセキュリティレベル

を向上しようとするものでございます。

また、現在使用しているパソコンを使用

する際につきましては、各職員に割り当て

ておりますＩＤとパスワードによって認証

されています。ですが、今後、マイナンバ

ーという重要な個人情報資産を扱う機器、

私どもは一般業務機と呼んでおりますが、

それらの端末については、従来のＩＤとパ

スワードに加えて、指紋及び指静脈により

ます認証を加えまして、使用者管理の厳格

化を行おうとするものでございます。
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基本的に、マイナンバーを管理するパソ

コンにつきましては、民生部と税務グルー

プが主なものとなっております。以上でご

ざいます。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 中身はほぼわかり

ました。それで、税務グループと民生部に

マイナンバー専用のパソコンは実際に何台

配置をされるのか。

もう一つは、税務グループの人たちとい

うのはわからないですけれども、全員使え

るように、先ほど言った三つのセキュリテ

ィで、特に新しく指紋をスキャンするとい

うことですけれども、これは、特定の職員

しか扱えないような形でさらにセキュリテ

ィを万全にするのか、それとも、例えば、

税務であれば全職員が指紋の登録をして作

業はできるのか、もう一つは、これは戸

籍・年金の担当部署だと思うのですけれど

も、そこも対象職員が全員登録してやるの

か、その辺について、もし考え方があれば

お知らせください。

○議長（大原 昇君） 電算主幹。

○電算主幹（河端 勲君） ただいまの御

質問でございますけれども、新たな端末の

設置ではなくて、現在配置している住民記

録システムを運用している端末機に認証機

能を追加しようとしているものでございま

す。

台数につきましては、戸籍・年金が８台

だったと思います。税務グループが１０台

ぐらいだったかと思います。

その取り扱い者に関してですが、現実的

にそのグループ内の職員が担当の業務を全

て行うという観点から、その担当に所属す

る職員の指認証について登録をして運用し

ようと考えております。

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。

○環境生活主幹（佐々木 斉君） 上杉議

員から御質問がございましたマイナンバー

通知カードの配付状況について御説明した

いと思います。

昨年１１月から美幌郵便局の配達証明に

おいて配達しておりましたマイナンバーの

通知カードにつきましては、保管期間経過

等によって戻ってきて、その後、役場の窓

口で交付し、現在受け取っていないものに

ついては１９４通ございます。

また、通知カードにつきましては、現

在、１，０００通の申請がございまして、

役場に届いてから前処理を行いますが、役

場のほうに届いたものが約７００通、その

うち、前処理が終わりまして、役場のほう

でパスワードの設定をして交付しているも

のが６００通弱ございます。以上でござい

ます。

○議長（大原 昇君） ４番、上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） 状況はわかりまし

た。実は、私もマイナンバーの登録はまだ

してはいないのですけれども、当初想定し

ていた登録される件数というのは、今の時

点で約１，０００件ぐらいということです

が、これは想定よりも多いのか少ないの

か。これは、町民の皆さんの意識や考え方

の問題だとは思うのですけれども、当初想

定していたより多いのか少ないのか、わか

れば教えてください。

○環境生活主幹（佐々木 斉君） 個人番

号の申請に関してですが、ことしの１月

早々の時点では５００通あったのですが、

その後、各届け出だとかで住民の皆さんが

マイナンバー制度の理解をするに従って申

請が続きまして、この２カ月余りで５００

通の申請がふえております。当初の予定と

しては、美幌町で何通ということで考えて

いた数字はないのですが、ここ最近は関心

が高まってきていると感じているところで

ございます。以上です。

○議長（大原 昇君） ４番上杉晃央さ

ん。

○４番（上杉晃央君） これは、一定期間

が過ぎたら有料になるという説明が前にあ
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ったように思います。間違っていたら許し

てください。一定期間が過ぎると、手数料

みたいなものが別途かかるという理解でよ

ろしいのでしょうか。

○議長（大原 昇君） 環境生活主幹。

○環境生活主幹（佐々木 斉君） 国から

正式な通知が来ているものではないのです

が、現在、通知カードの中に入っている返

信用封筒が平成２９年３月いっぱいまでと

なっていまして、その期間までは間違いな

く個人番号カードは無料で交付されると理

解しております。それ以降については、国

から示されておりませんので、今のところ

は未確認ということになっております。以

上です。

○議長（大原 昇君） ほかに質疑はあり

ませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） これで質疑を終わ

ります。

これから、議案第１６号平成２７年度美

幌町一般会計補正予算（第１１号）につい

てを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１０ 議案第１７号

○議長（大原 昇君） 日程第１０ 議案

第１７号平成２７年度美幌町国民健康保険

特別会計補正予算（第４号）についてを議

題とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） 議案の６９ペ

ージをお開きいただきたいと思います。

議案第１７号平成２７年度美幌町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）につい

て御説明いたします。

今回の補正につきましては、医療費の見

込みを算出いたしまして、補助金等の変更

交付決定等に伴いまして補正を行うもので

ございます。

平成２７年度美幌町の国民健康保険特別

会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ４，３１９万３，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ３２億１，０８４万４，０００円とす

るものでございます。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。

８０ページ、８１ページをお開きいただ

きたいと思います。

３、歳出について御説明いたします。

１款、総務費につきましては、財源調整

でございます。

２款、保険給付費、１項、療養諸費、１

目、一般被保険者療養給付金につきまして

も、歳入の財源調整でございます。

その下の２目、３目、４目、５目につき

ましては、当初見込み額より受診件数ある

いは審査件数の減少により減額するもので

ございます。

２項、高額療養費、次の８２ページ、１

目、一般被保険者高額療養費につきまして

は財源調整でございます。

２目、退職被保険者等高額療養費につき

ましても、受診件数減少により２４０万円

減額するものでございます。

７款、共同事業拠出金、１項１目、高額

医療費拠出金につきましては、国保連合会

より共同事業拠出金が確定したため、１４

２万１，０００円の減額でございます。

その下の２目、保険財政共同安定化事業

拠出金につきましても、国保連合会より共

同事業拠出金が確定したため８４９万２，

０００円の減額でございます。
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８款、保健事業費、１項１目、保健衛生

普及費につきましては、個別予防接種負担

金でございまして、国保加入者分予防接種

費用を負担するものでございます。４種混

合ワクチン、ヒブワクチン、小児用肺炎球

菌ワクチン、それから、水痘予防接種の見

込み数減少により６万７，０００円を減額

するものでございます。

９款、基金積立金、次の８４ページ、１

目、国民健康保険基金積立金につきまして

は、当初予算では預金利子０．２％を見込

んでおりましたけれども、決算見込み額で

は０．０３５から０．２３０の利率実績の

ため、１万２，０００円の減額でございま

す。

１０款、諸支出金、３項、繰出金、１

目、直営診療施設繰出金につきましては、

かねてから申請をしておりました国保病院

の保健事業、直営診療施設運営事業に係る

特別調整交付金が確定したため、８８１万

８，０００円を増額するものでございま

す。

歳出については、以上でございます。

次に、歳入について御説明いたします。

７６ページ、７７ページをお開きいただ

きたいと思います。

２、歳入について御説明いたします。

１款、国民健康保険税、１項１目、一般

被保険者国民健康保険税につきましては、

現年度分の所得増に伴い１，７８２万２，

０００円を増額しまして、その下の退職被

保険者等国民健康保険税は、現年度が３３

０万円の減額見込みのため減額補正でござ

います。

２款、国庫支出金、１項、国庫負担金、

２目、高額医療費共同事業負担金につきま

しては、歳出の国保連合会高額療養費共同

事業拠出金の額の確定により、補助率４分

の１で精算の結果、３５万５，０００円を

減額するものでございます。

その下、２項、国庫補助金、１目、財政

調整交付金につきましては、特別調整交付

金国保病院の保健事業分、直営施設運営事

業に係る分が確定により、８８１万８，０

００円増額補正でございます。

３款、療養給付費等交付金につきまして

は、保険税の退職医療給付費、現年度分の

減額に伴いまして３，９７３万８，０００

円が増額しますが、退職被保険者の医療費

３３０万円の減額により、合わせて３，６

４３万８，０００円を減額するという結果

でございます。

５款、道支出金、１項、道負担金、１

目、高額医療費共同事業負担金につきまし

ては、国庫補助と同様補助率４分の１で３

５万５，０００円を減額するものでござい

ます。

６款１項１目、共同事業交付金につきま

しては、１件８０万円以上の高額レセプト

が減少したことにより、９９万７，０００

円を減額するものでございます。

その下の２目、保険財政共同安定化事業

交付金につきましては、１件８０万円以下

の高額レセプトが増額したことによりまし

て、５，１３５万７，０００円を増額する

ものでございます。

７款、財産収入、次の７８ページ、１

目、利子及び配当金につきましては、利率

の減少による１万２，０００円の減額でご

ざいます。

８款、繰入金、１項１目、国民健康保険

基金繰入金につきましては、国民健康保険

税が当初予算見積もりより増加したこと、

それから、療養給付金の減少により繰り入

れしなくて済みますので、７，９７４万

５，０００円を減額するものでございま

す。

１０款、諸収入、２項３目、雑入につき

ましては、北海道町村振興財団から職員研

修受講助成金が入ってまいりますので、１

万２，０００円を増額するものでございま

す。

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。
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○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第１７号平成２７年度美

幌町国民健康保険特別会計補正予算（第４

号）についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１１ 議案第１８号

○議長（大原 昇君） 日程第１１ 議案

第１８号平成２７年度美幌町介護保険特別

会計補正予算（第５号）についてを議題と

します。

直ちに提案理由の説明を求めます。

民生部長。

○民生部長（藤原豪二君） ８７ページを

お開き願います。

議案第１８号平成２７年度美幌町介護保

険特別会計補正予算（第５号）について御

説明いたします。

今回の補正につきましては、居宅介護サ

ービス給付費、施設介護サービス給付費な

ど、年度末における事務事業の確定見込み

に伴う補正でございます。

平成２７年度美幌町の介護保険特別会計

補正予算（第５号）は、次に定めるところ

による。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ４４６万４，０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１

６億８，１０５万１，０００円とするもの

でございます。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明いたします。

９８ページ、９９ページをお開きいただ

きたいと思います。

３、歳出について御説明いたします。

２款、保険給付費、１項、介護サービス

等諸費、１目、居宅介護サービス給付費に

つきましては、訪問介護、有料老人ホーム

は増加している状況でございます。通所系

サービスは減少傾向にございます。ショー

トステイは総じて減少傾向ということでご

ざいます。これは、前年ベースで増加を見

込んでおりましたけれども、さほど伸びな

かったという状況がございまして、１，２

９６万円を減額するものでございます。

その下の２目、施設介護サービス給付費

の３，１３６万２，０００円の増につきま

しては、町外施設の利用者の増加によりま

して増額するものでございます。町外に１

０人増加したという結果でございます。

２項、介護予防サービス等費、１目、居

宅介護予防サービス給付費につきまして

は、訪問介護、通所介護、短期入所生活型

介護が当初見込みより減少したことにより

まして、８９４万５，０００円を減額する

ものでございます。居宅介護サービス給付

費については、保険適用額の１割が個人負

担ということでございます。

３項、高額介護サービス等費、１目、高

額介護サービス費につきましては、利用者

が利用したサービスの自己負担額は１割で

ございましたが、一定の高額所得者が２割

負担となったことにより、この制度の自己

負担額の合計額は一定額を超えた場合に利

用者に払い戻す制度でございますので、自

己負担額が増加したことにより、７０万

９，０００円の増でございます。

次の１００ページ、１０１ページでござ

います。

４項１目、高額医療合算介護サービス等

費につきましては、医療保険と介護保険の

自己負担額の合計額が一定額を超えた場合

に支給する制度でございます。対象者の増
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額によりまして、２３８万３，０００円を

増額するものでございます。

５項１目、特定入所者介護サービス費に

つきましては、利用者に関する食費、滞在

費は保険給付の対象外ですが、低所得の方

に対して、施設設定金額と所得段階ごとに

設けられた負担限度額との差額を給付する

ものでございます。制度の改正によりまし

て、高額預金該当者に一定の負担を求める

ことになりましたので、該当者が減少した

ということでございます。４６２万３，０

００円を減額するものでございます。

３款、地域支援事業費、１項１目、介護

予防事業費につきましては、高齢者学級等

に係る学習講師報酬の執行残７万８，００

０円の減額でございます。

２項、包括的支援事業費・任意事業費、

１目、包括的支援事業費につきましては、

地域包括支援センターの職員の産休等によ

る費用の精算３２７万８，０００円を減額

するものでございます。

２目、任意事業費につきましては、研修

会の講師等の執行残１０万５，０００円の

減額。次、１０２ページ、１０３ページで

ございますが、消耗品につきましては、紙

おむつの支給事業で、当初は２６人を見込

んでおりましたが、９人減少したため、３

９万６，０００円の減額、短期宿泊サービ

ス委託料につきましては、軽度の利用者が

増加したため３９万２，０００円増額する

ものでございます。

４款、基金積立金につきましては、利率

の増加により３，０００円増額するという

ものでございます。

歳出については以上でございます。

歳入につきましては９４ページ、９５ペ

ージをお開きいただきたいと思います。

３款、国庫支出金、１項、国庫負担金、

１目、保険給付費負担金につきましては、

施設介護サービスの増額により１万７，０

００円を増額するものでございます。

２項、国庫補助金、１目、調整交付金に

つきましても、施設介護サービスの増加に

より６４万７，０００円を増額するもので

ございます。

３項、地域支援事業交付金、１目、介護

予防事業交付金につきましては、高齢者学

級運営事業費の減額により、２万円を減額

するものでございます。

２目、包括的支援事業・任意事業交付金

につきましては、地域包括支援センターの

事業費減でございます。

４款、支払基金交付金、１項１目、介護

給付費交付金につきましては、施設介護サ

ービスの増加により２２０万円の増額で

す。その下の２項１目、地域支援事業交付

金につきましては、高齢者学級の減額２万

２，０００円です。（発言する者あり）

以上、御説明いたしました。御審議賜り

ますよう、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第１８号平成２７年度美

幌町介護保険特別会計補正予算（第５号）

についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１２ 議案第１９号

○議長（大原 昇君） 日程第１２ 議案

第１９号平成２７年度美幌町公共下水道特

別会計補正予算（第４号）についてを議題

とします。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 議案第１
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９号平成２７年度美幌町公共下水道特別会

計補正予算（第４号）についてを御説明申

し上げます。

平成２７年度美幌町の公共下水道特別会

計補正予算（第４号）は、次に定めるとこ

ろによる。

今回の補正につきましては、年度末の事

務事業の確定などによる執行残等の整理を

行おうとするものであります。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳

出それぞれ３，２３８万９，０００円を減

額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１０億８，６２２万３，０００円とす

るものであります。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げます。

地方債の補正。

第２条、地方債の変更につきましては、

第２表、地方債補正で御説明申し上げます

ので、１０８ページをお開き願います。

第２表、地方債補正であります。

公共下水道事業の限度額９，７００万円

を終末処理場水処理設備機械・電気設備更

新工事及び長寿命化計画策定業務委託料等

の入札執行残による事業費確定により８３

０万円を減額しまして、限度額８，８７０

万円とするものであります。

また、下水道資本費平準化債の限度額

７，９２０万円を起債償還財源の一般会計

繰入金の額の確定によりまして、限度額を

１２０万円増額しまして８，０４０万円と

するものであります。

次に、１１４ページ、１１５ページをお

開き願います。

３、歳出であります。

１目、一般管理費、公共下水道事務費の

使用料収納事務委託料１０３万２，０００

の増でありますが、下水道料金徴収事務を

水道料金にあわせ徴収しておりますので、

その事務経費が確定したことによる水道事

業への支払いの増であります。

次に、終末処理場維持管理事業費の燃料

費以降、終末処理場水処理設備機械・電気

設備更新工事の減額は、事務事業の確定に

よる執行残等の整理を行うとするものであ

ります。

次に、歳入について御説明申し上げます

ので、１１２、１１３ページをお開き願い

ます。

２、歳入。

下水道使用料の１，４３５万５，０００

円の増額は、当初予算では使用料の減少を

見込んでいましたが、ほぼ前年並みの収入

確保が見込まれることによる増額でありま

す。

国庫補助金、雑入、公共下水道債は、事

務事業の確定による増額及び減額でありま

す。

一般会計繰入金の減額は事務事業整理に

伴う財源調整であります。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第１９号平成２７年度美

幌町公共下水道特別会計補正予算（第４

号）についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

─────────────────────

◎日程第１３ 議案第２０号

○議長（大原 昇君） 日程第１３ 議案

第２０号平成２７年度美幌町個別排水処理

特別会計補正予算（第３号）についてを議

題とします。
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直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 議案第２

０号平成２７年度美幌町個別排水処理特別

会計補正予算（第３号）についてを御説明

申し上げます。

平成２７年度美幌町の個別排水処理特別

会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。

今回の補正につきましては、年度末の事

務事業の確定などにより、執行残額等の整

理を行うとするものであります。

歳入歳出予算の補正。

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出

それぞれ１０万９，０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８，

５７５万３，０００円とするものでありま

す。

第２項につきましては、事項別明細書で

御説明申し上げますので、１２８ページ、

１２９ページをお開き願います。

３、歳出であります。

１目、一般管理費、貸付金１９万２，０

００円の減額でありますが、水洗便所改造

資金貸付金を当初１件見込んでおりました

が、新規借り入れがなかったことにより減

額するものであります。

２目、維持管理費の清掃業務委託料３２

万３，０００円の増額でございますが、浄

化槽清掃の際に、中の汚泥等を洗浄する

際、水道水で洗い流すこととなりますが、

通常より汚れが多かったことにより、その

洗浄水の量によりくみ取り料が増加したこ

とによる増でございます。

３目、建設費、個別浄化槽設置工事２万

２，０００円の減額は執行残により整理す

るものであります。

次に、歳入につきまして御説明申し上げ

ますので、１２６、１２７ページをお開き

願います。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第２０号平成２７年度美

幌町個別排水処理特別会計補正予算（第３

号）についてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１４ 議案第２１号

○議長（大原 昇君） 日程第１４ 議案

第２１号平成２７年度美幌町水道事業会計

補正予算（第３号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

建設水道部長。

○建設水道部長（小西 守君） 議案第２

１号平成２７年度美幌町水道事業会計補正

予算（第３号）についてを御説明申し上げ

ます。

総則。

第１条、平成２７年度美幌町の水道事業

会計補正予算（第３号）は、次に定めると

ころによる。

今回の補正につきましては、年度末の事

務事業の確定等により執行残等の整理を行

おうとするものであります。

業務の予定量の補正。

第２条、平成２７年度美幌町水道事業会

計予算第２条に定めた業務の予定量を次の

とおり補正する。

給水戸数は使用件数の減、年間総給水量

１日平均給水量は使用量の増、主要な建設

事業は執行残及び業務確定による減額で、

記載の内容のとおりであります。
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収益的収入及び支出の補正、第３条と次

のページにあります資本的支出の補正、第

４条につきましては、補正予算実施計画書

及び説明書で御説明申し上げます。

１３３ページをお開き願います。

企業債の補正。

第５条の起債の目的欄、水道管路整備事

業でありますが、配水管布設替えなどの６

本の工事の施工延長の変更及び工事入札の

減により１，２６０万円を減額し、限度額

を７，１１０万円とするものであります。

その下、水道施設整備事業ですが、浄水

場やポンプ室の機器更新工事の入札の執行

残により１６０万円を減額し、限度額を

２，３３０万円とするものであります。

その下、量水器収納筺設置事業ですが、

設置数が９８５個から９４８個に減少した

ことによる執行残による７３０万円を減額

し、限度額を７，６７０万円とするもので

あります。

たな卸資産購入限度額の補正。

第６条につきましては、記載のとおりで

あります。

１３４ページ、１３５ページをお開き願

います。

補正予算実施計画書及び説明書の収益的

収入であります。

給水収益９１５万円の増額であります

が、業務用の給水量の伸びがあったことに

より、ほぼ前年並みの収入が確保されるも

のであります。

負担金の給水装置新設負担金７７万４，

０００円の減額は、量水器設置件数の減に

よるものであります。

給水工事手数料１０９万５，０００円の

減額は、新設及び改造工事の減によるもの

であります。

次に、下水道使用料賦課徴収受託料１０

３万２，０００円の増につきましては、算

定対象の人件費の増によるものでありま

す。

営業外収益の長期前受金戻入７０万６，

０００円の減は、減価償却費確定に伴う減

であります。

下水道排水設備業務負担金２１万７，０

００円の減額は、事務事業費の確定による

ものであります。

１３６ページ、１３７ページをお開き願

います。

収益的支出であります。

このページは、事務事業の確定及び入札

減によるものでありますが、同額となって

おります中ほどの配水及び給水費、１８

節、修繕費１０６万７，０００円の増額

は、予算額はほぼ執行済みなことから、今

後心配されます漏水事故やポンプ室等の機

器故障が発生する場合に対応しての増額補

正をさせていただこうとするものでありま

す。

次に、１３８ページ、１３９ページ、総

係費の委託料の減額でありますが、事務事

業費の確定に伴うものであります。

その下の減価償却費の有形固定資産減価

償却費と、無形固定資産減価償却費のソフ

トウェア分消費税の増額は事務費の確定に

よるものであります。

１４０ページ、１４１ページをお開き願

います。

資本的収入であります。

企業債から工事負担金までの減額は、企

業債の補正で説明させていただいたとおり

であります。

分担金２００万円の減額は、予算設定し

ておりました豊幌地区に新たな給水申し込

みがなかったことによる減であります。

工事負担金７２万６，０００円の減額

は、美禽地区の道道工事の配水管布設替え

工事の補償額の確定によるものでありま

す。

１４２ページ、１４３ページをお開き願

います。

資本的支出であります。

建設改良費につきましても、いずれも事

務事業の確定、入札減による減額補正であ
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ります。

水道管路整備事業は６本の工事、水道施

設整備事業は３施設の機器整備工事の入札

減、簡易水道等施設整備事業は対象工事が

なかったことによるものであります。

その下の量水器収納筺設置委託料は、設

置個数の減によるものであります。

以上、御説明申し上げましたので、よろ

しくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから、質疑を

行います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第２１号平成２７年度美

幌町水道事業会計補正予算（第３号）につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

―――――――――――――――――――

◎日程第１５ 議案第２２号

○議長（大原 昇君） 日程第１５ 議案

第２２号平成２７年度美幌町病院事業会計

補正予算（第４号）についてを議題としま

す。

直ちに提案理由の説明を求めます。

病院事務長。

○病院事務長（但馬憲司君） 議案の１５

１ページをお開き願います。

議案第２２号平成２７年度美幌町病院事

業会計補正予算（第４号）について御説明

を申し上げます。

今回の補正につきましては、収益的収支

では、年度末における執行見込みを踏まえ

た予算の整理と、改正後の地方公営企業会

計基準に合わせた会計処理を行うため、長

期前受金戻入と減価償却費の予算の整理

を、資本的収支では、医療機器更新事業の

確定に伴う建設改良費の予算の整理及び企

業債の補正を行おうとするものでございま

す。

第１条、平成２７年度美幌町の病院事業

会計補正予算（第４号）は、次に定めると

ころによる。

第２条の業務の予定量、主要な建設改良

事業の補正額、第３条の収益的収入及び支

出の補正額につきましては、それぞれ執行

見込みを踏まえた補正を行うものでござい

ます。

内容につきましては、実施計画書及び説

明書で御説明申し上げます。

１５２、１５３ページをお開き願いま

す。

第４条の資本的収入及び支出の補正につ

きましては、資本的収支の不足額を８，５

０５万３，０００円に改め、過年度分損益

勘定留保資金で補う補正を行うものであり

ます。

内容につきましては、実施計画書及び説

明書で御説明を申し上げます。

第５条の企業債の補正につきましては、

医療機器等購入の執行見込みを踏まえ、起

債限度額の減額補正を行うものでございま

す。

第６条の議会の議決を経なければ流用す

ることのできない経費の職員給与費の補正

につきましても、執行見込みを踏まえた減

額補正を行うものでございます。

第７条の他会計からの補助金の補正につ

きましても、記載のとおり、執行見込みを

含めた補正を行うものでございます。

第８条のたな卸資産購入限度額の補正に

つきましては、薬品費の執行見込みから購

入限度額を２億６，２０５万円に改めるも

のでございます。

細部につきましては、実施計画書及び説

明書で御説明申し上げます。

１５４、１５５ページをお開き願いま

す。
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医業収益の補正でございます。

医療相談収益は、健康診断、人間ドック

の件数増による増額補正でございます。

一般会計負担金は、小児救急に要する経

費に対する特別交付税の交付単価減による

減額補正を、その他医業収益は決算見込み

による補正を、それぞれ行うものでござい

ます。

次に、医業外収益の補正でございます。

一般会計補助金は、医師等研究研修に要

する経費の執行見込みによる減額補正を、

国保会計補助金は、病院が実施した健康管

理事業、インターネットによる医師確保対

策経費、休日・夜間における代替医師の賃

金などが国保特別調整交付金の補助の採択

となったことから、それぞれ増額補正を行

うものでございます。

一般会計負担金は、小児医療に要する経

費に対する特別交付税の交付単価減による

減額補正を、患者外給食収益は決算見込み

による減額補正を、長期前受金戻入は、補

助金等により取得した固定資産のみなし償

却制度の廃止による減価償却見合い分を収

益として計上するため、補正を行うもので

ございます。

次に、１５６ページ、１５７ページをお

開き願います。

収益的支出の補正であります。

法定福利費は、市町村職員共済組合に対

する追加費用等負担金の執行見込みを踏ま

えた減額補正を、薬品費は、入院・手術等

の増加に伴い、抗生剤・抗がん剤・輸血製

剤等の増加による増額補正を、旅費交通費

から通信運搬費までは執行見込みを踏まえ

た補正を、減価償却費は、補助金等により

取得した固定資産のみなし償却制度廃止に

よる減価償却費を計上するため増額補正

を、研究研修費の謝金、旅費は、それぞれ

執行見込みを踏まえた減額補正を行うもの

であります。

次に、１５８ページ、１５９ページをお

開き願います。

資本的収入の補正であります。

企業債の補正は、医療機器等購入費の執

行見込みによる減額補正を、国保会計補助

金は、購入したホルミウムヤグレーザーシ

ステムが国保特別調整交付金の補助採択と

なったため、補正を行うものでございま

す。

次に、１６０ページ、１６１ページをお

開き願います。

資本的支出の補正についてであります。

器械及び備品購入費は、医療機器の購入

に係る執行見込みによる減額補正を行うも

のでございます。

以上、御説明いたしましたので、よろし

くお願いいたします。

○議長（大原 昇君） これから質疑を行

います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 質疑なしと認めま

す。

これから、議案第２２号平成２７年度美

幌町病院事業会計補正予算（第４号）につ

いてを採決します。

この採決は、起立によって行います。

本案は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。

〔賛成者起立〕

○議長（大原 昇君） 起立多数です。

したがって、本案は、原案のとおり可決

されました。

暫時休憩します。再開は１３時１５分と

いたします。

午後 ０時０３分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 １時１５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続き

会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第１６ 議案第２３号から

       日程第３８ 議案第４５号まで

○議長（大原 昇君） 日程第１６ 議案

第２３号財産の貸付についてから日程第３
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８ 議案第４５号平成２８年度美幌町病院

事業会計予算についてまでの２３件は、い

ずれも新年度関係の議案でありますので、

この際、一括議題といたします。

これから、平成２８年度町政方針につい

て町長の発言を許します。

町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 本日、平

成２８年第２回美幌町議会定例会に当た

り、平成２８年度一般会計ほか特別会計及

び事業会計予算並びにこれらに関連する議

案を御審議いただきたく、町政運営の基本

的な考え方と、平成２８年度予算の主な施

策の考え方について申し上げ、町民の皆様

並びに議員各位の御理解と御協力をお願い

するものであります。

私は、昨年５月、町政３期目の所信表明

で申し上げたとおり、ふるさと美幌で町民

の皆様が安心安全に住み続け、長生きを楽

しみながら、住んでいてよかったと実感で

きる、将来に希望と夢の灯りがともる「小

さくてもキラリ夢輝くまちづくり」を目指

し、さらに前へ向かうために、次の１０の

基本項目を掲げ、任期中の実現を町民の皆

様にお約束いたしました。

第１に、農業、林業、酪農・畜産業の振

興を図ること。

第２に、人口減少、高齢化、子育て支

援、若者対策に取り組むこと。

第３に、地域医療、保健、介護、福祉の

確保を図ること。

第４に、特産品開発、ブランド化の推

進、観光対策に取り組むこと。

第５に、公共施設、事業の整備を図るこ

と。

第６に、中心市街地活性化に取り組むこ

と。

第７に、災害、減災、安心安全対策に取

り組むこと。

第８に、自衛隊駐屯部隊の充実整備に取

り組むこと。

第９に、広域行政の推進を図ること。

第１０に、高規格道路、基幹道路整備に

取り組むこと。

これら１０の基本目標と、そのための４

１の主な事業の推進、さらに、新たな課題

の解決に向けて、全力を傾注して取り組む

ことを決意しているところであります。

人口減少対策を初め、地方の再生、社会

保障、教育再生、震災の復興など、国内で

抱えている問題は数多くあります。中で

も、人口減少対策と地方の再生は喫緊の課

題として、国・地方ともに避けて通ること

はできない大きな課題となっております。

このような課題を踏まえ、美幌町の行く

末を展望するとき、厳しい財政状況が予想

されるところではありますが、美幌の生活

圏や行政機能を維持し、長生きを楽しめる

まちづくりや、将来を担う子供たちが夢と

希望を持てるまちづくりを進めていくため

にも、町民の皆様とともに力を合わせ、こ

れらの課題と真正面から向き合い、乗り越

えていく所存であります。

【町政運営の基本的な考え方】

まず、新年度における町政運営の基本的

な考え方について申し上げます。

我が国の経済は、安倍政権が進めてきた

景気回復の加速化政策である三本の矢によ

り、一部着実に上向いたと言われています

が、地方ではそれを実感することができ

ず、地方経済の担い手である中小企業や小

規模事業者においては、依然として厳しい

状況が続いております。

さらに、第２ステージとして、少子高齢

化に真正面から挑み、希望を生み出す強い

経済、夢をつむぐ子育て支援、安心につな

がる社会保障の新・３本の矢が放たれまし

た。そして、その実現に向けて、一億総活

躍社会の新たな経済社会のシステムをつく

り、成長と分配の好循環を構築する中か

ら、子育てや社会基盤を強化することによ

り、経済成長をより加速化させることが期

待されております。

本町においては、人口減少や景気の回復
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傾向が見られない中、町税収入の伸び悩み

と縮減傾向が続いている地方交付税など、

自主財源の安定確保が課題となっておりま

すが、今後も気を緩めることなく、健全な

財政運営に努めながら、諸課題の解決に向

けて、積極的な取り組みを進めてまいりま

す。

持続的に美幌町が発展していくため、今

後１１年間の目指すべき将来像、まちづく

りの目標である第６期美幌町総合計画が、

多くの町民の皆様に御参加いただいて策定

されようとしています。ことしは、その計

画をスタートする大事な年になります。

総合計画の将来像として、住んでいる人

が誇れるまちになることを目指し、「ひと

がつながる、みらいへつなげる、ここにし

かないまちびほろ」を柱とした５項目の基

本目標に沿って、施策を着実に進めてまい

ります。

また、急速に進んでいる人口減少につき

ましては、平成２７年国勢調査速報値で本

町人口が２万３００人と発表され、５年前

の国勢調査と比較して１，２７５人、５．

９％の減と人口減少が進んでおります。

この問題に対しても、昨年１０月に策定

した、美幌町まち・ひと・しごと創生総合

戦略の人口ビジョン、美幌版総合戦略に基

づき、美幌町の住みよさ、魅力を次世代に

つなげ、美幌の持続性、自立性を確保する

取り組みを進めてまいります。

これらの計画や戦略を実践し、「小さく

てもキラリ夢輝くまちづくり」を進めるた

め、知恵と工夫と力を出し合い、自治基本

条例の理念に沿った新しい美幌町の創造に

つなげていきたいと考えております。

【施策の基本的な考え方】

次に、新年度における施策の基本的な考

え方について申し上げます。

平成２８年度は、第６期総合計画の１年

目、また、第２次財政運営計画の４年目と

なります。

多くの町民参加により策定した第６期総

合計画のスタートに当たり、その遂行に全

力で取り組むとともに、第２次財政運営計

画については、自治基本条例の趣旨に沿っ

て、住民サービスの安定的かつ継続的な提

供に努めながら、人口の減少を見据えて将

来世代に過度の負担を残さない、未来に責

任を持った持続可能な財政運営に努めてま

いります。

直面している課題は数多くありますが、

次世代・未来へ、豊かな地域資源を引き継

ぐとともに、人がつながり、夢が持てる美

幌のまちにするため、取り組んでまいりま

す。

次に、第６期総合計画の基本計画に掲げ

る五つの基本目標に沿って施策の考え方を

申し上げます。

【人を創り、地域力を高めるまちづくりに

ついて】

地域コミュニティ活動につきましては、

自治会活動やボランティア団体における活

動の支援、その担い手の育成を図るととも

に、自治基本条例に基づき、町民主体、情

報共有、参加、協働の四つの基本原則を柱

として、「まち育講座」「まち育出前講

座」「地域サポーター制度」「車座トー

ク」などの機会を捉えて、町民の皆様と向

かい合い、話し合い、さらに前へ向かって

取り組みを進めてまいります。

行財政の運営につきましては、効率的で

計画的な運営を図るため、第２次財政運営

計画と現在策定中の第４次行政改革大綱、

それから、公共施設等総合管理計画に基づ

いて、将来に向けても質の高い公共サービ

スを提供できる取り組みを進めてまいりま

す。

防災体制の整備につきましては、３年次

目となります家庭用非常用持出品セットの

全戸配付のほか、防災用資材として仮設ト

イレ、避難所用パーテーション・床マット

などの購入に加え、昨年１０月の集中豪雨

における災害対策を踏まえ、救命胴衣や救

助用ゴムボートの整備を行うことで安全安
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心のまちづくりに努めてまいります。

美幌町内での交通事故死ゼロは、２月１

５日現在、１，２７９日で現在も継続中で

あります。本町における交通安全の取り組

みに対する町民の意識は高く、街頭啓発、

交通安全教室、おはようコール旗の波運動

など、町民総ぐるみの運動が実施されてお

ります。今後とも、町民の皆様と一丸とな

り取り組みを進めるとともに、高齢者の交

通事故未然防止のため、運転免許証の自主

返納者に対する交通費の助成をしてまいり

ます。

また、ＪＲ美幌駅無人化が４月から予定

されていますが、利用者に不便を来さない

よう、引き続き、券売業務の取り扱いにつ

いて、受託可能な機関や団体との協議を進

めてまいります。

消防行政につきましては、近年、災害の

大規模化、多様化と救急ニーズの高まりか

ら、体制の整備を図る必要があります。高

規格救急自動車の整備や脳疾患患者の町外

専門病院への直接搬送、妊婦エントリーネ

ット１１９など、医療機関と連携した救急

体制の整備を引き続き進めてまいります。

国の安全保障の指針となる防衛計画の大

綱と、中期防衛力整備計画による陸上自衛

隊の体制改革は、第６普通科連隊・第１０

１特科大隊が駐屯する陸上自衛隊美幌駐屯

部隊にも影響を及ぼすことが危惧されてい

ることから、引き続き、諸団体一丸とな

り、駐屯部隊の充実整備に向けて、新たな

部隊配置など、より効果的で具体的な陳情

を行ってまいります。

【自然の美しさやくらしの安全を、みんな

で護りあうまちづくりについて】

地域福祉は、自助・共助・公助のそれぞ

れの役割を分担し、深く連携しながらその

機能を最大限発揮し、福祉サービスの向上

を図るとともに、平成２７年度に策定した

各種計画を具体的に進めてまいります。

高齢者福祉につきましては、公的サービ

スや地域における支え合いにより、住みな

れた場所で安心して自立した生活を送って

いただくことが重要であり、自治会「たす

けあいチーム」が実施している高齢者宅間

口除雪のより一層の支援を行うため、家庭

用除雪機の充実を図るとともに、緊急通報

装置についても一部更新し、地域全体の支

え合い体制を引き続き進めてまいります。

あわせて、障害者福祉につきましても、

障害を持たれた方々が自立した日常生活を

営むことができるよう、引き続き各種助成

やサービスの支援を行ってまいります。

子育て支援につきましては、子ども・子

育て支援事業計画に基づいた各種支援を実

施し、安心して子供を預けることができる

保育サービスの充実と保護者の負担軽減を

図ることにより、仕事と子育ての両立を支

えてまいります。

また、子育て世代の多子軽減対策とし

て、幼児期における保護者の負担軽減とし

て平成２７年度から保育料の軽減を実施し

ておりますが、これをさらに拡大し、町内

全ての幼稚園と保育所を対象として、小学

３年生以下としていた対象年齢を、同一世

帯において１８歳未満の被扶養者に広げる

ことで、なお一層の負担軽減を図ることと

いたしました。

医療費の助成についても、小学生の入院

助成を中学生まで広げるとともに、今後

も、行財政の運営状況などを勘案しなが

ら、そのあり方について検討を進めてまい

ります。

保健医療につきましては、町民の皆様が

健康で心豊かな生活を送ることができるよ

う、各種健診の受診勧奨を促しながら、健

康相談、各教室の開催により総合的な健康

づくりの推進を図ってまいります。

昨年度、北海道大学の支援・協力によ

り、胃がん患者をなくすため、中学生を対

象としたピロリ菌検査・除菌を実施いたし

ましたが、平成２８年度より中学２年生を

対象として実施することとし、また、産後

１カ月健康診査助成、がん検診の受診環境
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の充実を図りながら、町民の健康づくりを

引き続き実施してまいります。

国保病院においては、医師確保・医療機

器更新を引き続き進めるとともに、病院内

環境改善も図り、あわせて経営環境の改善

も進めてまいります。

また、保健・医療・介護の連携強化と在

宅福祉充実を図るため、地域医療連携室の

体制整備を図り、システム構築に向けた取

り組みを強化してまいります。

なお、町内における医療従事者の確保が

厳しい状況が続いていることから、従来よ

り実施しております医療従事者就業支援制

度の対象範囲を拡大し、医療従事者の確保

を引き続き図ってまいります。

【まちの資源や持ち味を、活力に変えてい

くまちづくりについて】

農林業の振興につきましては、農業後継

者不足などにより農家戸数の減少が続いて

いる中、農林業が持っている多面的な機能

や土地利用の有効性から、将来にわたり持

続可能な農林業の発展が必要となっており

ます。それには、人・土地・技術・環境を

発展継続させていくことが必要であること

から、引き続き、関係機関・団体との連携

を図り、地域と基幹産業を守り育てる取り

組みを進めてまいります。

ＴＰＰにつきましては、昨年１０月に大

筋合意がなされたところであり、本町農業

に与える影響について不透明な部分もあり

ますが、影響額について試算を行い、中・

長期的な展望を持った農業のあり方につい

て検討を進めてまいります。

また、優良農地の確保を図るため、農業

基盤整備を進めるとともに、担い手の確保

や農作物振興に係る助成など、持続的な農

業振興を図ってまいります。

林業においては、ＦＳＣ森林認証のエリ

アを拡大するため、認証林普及促進事業と

町産材活用促進事業の補助金を継続しま

す。また、町産材を利用した木製品開発を

行うとともに、昨年のオープン以来多くの

方々に利用していただいている木育ひろば

「きてらす」を充実し、貴重な資源である

森林を町民一丸となって守り育てる意識を

醸成してまいります。

商工業振興につきましては、各商店など

の経営基盤を強化し、地域に根差した町民

生活の支えとなる商業を振興するため、プ

レミアム商品券発行事業を初め、店舗リフ

ォーム事業、起業家支援事業による商店街

の活性化を図ってまいります。

また、中心市街地の活性化につきまして

は、まちなかににぎわいを呼び戻すため、

そのあり方について、関係機関・団体との

積極的な連携により、方向性について引き

続き検討を進めてまいります。

観光振興につきましては、現在策定中の

第２次美幌町観光振興計画であります、美

幌町観光振興革新戦略ビジョンに基づいた

施策を講じ、昨今注目を浴びております美

幌峠を活用した宣伝活動やイベントの強化

を図り、女満別空港利用促進とともに観光

振興を図ってまいります。

ちょっと暮らし体験住宅「四季彩美幌」

の利用要望も高く、美幌町のまち並み、暮

らし、人を多くの方々にＰＲし、全国に発

信することが必要であります。交流を通じ

た観光、移住・２地域間居住に結びつける

ことができるよう、さまざまな機会を通じ

てこの取り組みを進めてまいります。

本町には、数多くの資源が存在してお

り、それら多くの資源を活用した特産品開

発にも積極的に取り組み、多くの知恵と工

夫を取り入れながら美幌製品のブランド化

を進めてまいります。

【住みやすく、人が集まる基盤をつくるま

ちづくりについて】

本町の公共下水道事業につきましては、

全道市町村に先駆け、昭和４８年から着手

し、昭和５６年の供用開始から３４年が経

過し、年数の経過とともに終末処理場及び

管渠など施設の老朽化が進んでおります。

美幌町公共下水道事業長寿命化計画に基づ
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き、補助事業を活用しながら年次的に整備

すべく、終末処理場設備等更新事業に着手

して３年次目を迎えます。さらに、下水道

管渠敷設後４３年が経過することから、計

画的な更新を行うための管渠長寿命化計画

策定を実施してまいります。

町道整備につきましては、町道４路線の

整備を行うほか、町道第２号の歩道改良を

引き続き実施し、歩行者の安全確保を図る

とともに、安全・安心な道路環境の整備を

行うために、道路ストック点検を行いなが

ら、計画的な町道整備を進めてまいりま

す。

除排雪対策につきましては、近年の大雪

や短時間降雪量の増加に伴い、町民皆様の

安全に配慮した除排雪体制が必要であり、

早期生活路線の確保とあわせ歩行者の安全

確保を図るため、歩道除雪についても、な

お一層の配慮をしてまいります。加えて、

大雪時における除排雪につきましては、民

間事業者との協力体制のもと、車両及び歩

行者の一刻も早い通行確保を行ってまいり

ます。

また、間口除雪（置き雪対策）につきま

しても引き続き実施をしてまいりますが、

高齢社会に対応した除排雪のあり方につい

て、有効かつ安心して生活が送られる体制

に向け、さまざまな角度から検討を進めて

まいります。

堤内排水対策につきましては、近年、ゲ

リラ的豪雨の多発により、その役割は一層

重要となっております。昨年１０月の集中

豪雨においては、多くの床下浸水被害が発

生したことから、スムーズな排水対策を講

じられるよう、町保有ポンプを３５台から

４１台に増設するとともに、新たに新興樋

門に電気設備を整備するなど、迅速かつ機

動的な体制の確立に努めてまいります。

また、抜本的な解決を図るために、雨水

排水経路やその手法について関係機関との

協議を積極的に図り、早期の課題解決に向

け努力してまいります。

公園整備につきましては、公園長寿命化

計画に基づき、いなみ北公園の遊具更新を

図りながら、住民皆様の憩いの場としての

空間づくりに順次取り組んでまいりたいと

考えております。

【夢を育む体験、あたたかい人をつくるま

ちづくりについて】

人口減少、少子高齢化が進む中で、園児

数・児童数・生徒数も減少してきており、

美幌町のあすを担う人材を地域が一体とな

って育成していくことが大きな課題となっ

ております。

教育の総合的な政策の方針として、本年

１月に美幌町総合教育会議において、美幌

町教育大綱を策定いたしましたが、この大

綱に基づき、子供たちが生き生きと学び育

つことができる施策を積極的に講じてまい

ります。

学校教育においては、確かな学力を育む

学力向上と教育環境の充実に向け、引き続

き小学校の３５人学級の推進を図るため、

期限つき教論の配置を行うとともに、新た

に教育支援員を配置し、一層、学力向上の

取り組みを進めてまいります。

また、中学校においても、学級編成上の

理由から、教職員定数が減少する特殊事情

を踏まえ、臨時教員１名を配置し、教員体

制の維持に努めることとしたところであり

ます。

また、小学校・中学校に特別支援介助員

を継続配置し、特別支援教育の充実に取り

組み、子ども発達支援センター・保育園・

各学校との連携により、子供の教育ニーズ

に応じた支援・充実を図ってまいります。

各小・中学校において、豊かな学校生活

と学習環境の向上を図るため、施設や教材

の整備も積極的に進めてまいります。

町民会館「びほーる」は、オープン以来

高い評価のもと、利用率も高く、文化振興

の中心的役割を果たしており、引き続き必

要な資機材の整備を行いながら、鑑賞事業

の充実を図り文化振興に努めてまいりま
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す。町民会館改築に当たり、町民皆様に御

不便をおかけすることもあろうかと思いま

すが、万全を期してまいりたいと考えてお

ります。

スポーツ振興につきましては、小・中学

生を初め、本町のアスリートたちが多くの

大会において活躍されております。これら

の明かりを消すことのないよう、引き続き

支援を行うとともに、圧雪車の購入による

クロスカントリースキーの振興も図ってま

いります。

また、パークゴルフ場整備につきまして

は、現在の網走川河畔公園パークゴルフ場

の再整備を行い、利用者の利便性向上を図

ってまいります。

子供たちが本に触れ合い、豊かな情操を

育むために、平成１６年度よりゼロ歳児を

対象とし、平成２４年度からは６歳児にも

絵本配付を行ってきておりますが、新たに

字に興味を持ち出す時期でもある３歳児に

も絵本を配付し、切れ目のない支援を行っ

てまいります。

【創意と工夫を活かし、誇れるまちづくり

について】

今後のまちづくりに課題が山積している

中、行政はもとより、地域全体の創意と工

夫が求められております。さまざまな情報

を共有しながら、町民・議会・行政との連

携を一層強め、一人一人の知恵と行動力が

反映されるまちづくりに取り組んでまいり

ます。

職員の人材育成につきましては、人事交

流、各種研修制度を充実させるほか、平成

２６年度より実施しています人事評価制度

に基づく給与への反映の検討を進めてまい

ります。

地方の財政運営について、政府は、平成

２８年度地方財政計画において、歳出を前

年度より４，０００億円多い８５兆８，０

００億円とし、おおむね前年度並みとした

ところであります。平成２７年度に創設さ

れました、まち・ひと・しごと創生事業に

つきましても、前年度と同額の１兆円の確

保が図られました。

地方交付税においては、１６兆７，００

０億円とほぼ前年据え置きとなっています

が、臨時財政対策債は３兆８，０００億円

で１６．３％の減となったところでありま

す。また、地方交付税のうち、リーマンシ

ョック後に不況対策として措置されてきま

した別枠加算については、昨年の２，３０

０億円から皆減となっております。

このような状況の中、平成２７年１１月

に策定いたしました、美幌町中期財政試算

では、平成２８年度から平成３１年度まで

の４年間で約２８億円を超える収支不足が

生じる推計結果となったことから、「『第

２次美幌町財政運営計画』～未来への責任

を果たすために強い財政基盤の確立をめざ

して～」に沿って、事業の選択と集中化を

図り、将来像を見据え予算編成に臨んだ結

果、平成２８年度の予算規模は、一般会計

で平成２３年度以来５年ぶりに１００億円

を超え、１００億６，４９５万９，０００

円となったところであります。

今後、多額の費用を要する町立病院医療

機器更新、緑の苑移転改築補助、農業基盤

整備事業、公共施設耐震化及び長寿命化な

どに加え、人口減少、少子高齢化に伴う就

業人口減少や社会保障の増大など、一層厳

しさが増していく状況が明らかとなってお

ります。

厳しい時代に耐え得る財政基盤の構築と

あわせ、人口減少問題に真正面から取り組

むための財政確立が必要であり、第２次財

政運営計画に基づく長期的視点に立った財

政運営に努めながら、健全財政のもとで行

政サービスの維持を確立していく必要があ

ると考えております。

【むすびに】

以上、平成２８年度の町政執行に当たり

まして、私の考えを申し上げました。

日本は今、人口減少問題・経済再生・震

災復興・社会保障改革・地方再生など大き
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な課題を抱え、改革と選択の時期にありま

す。

戦後、多くの国民が復興を目指し、数多

くの苦労と努力により築き上げてきた社会

の転換期を迎えております。

地方自治体においても同様に、多くの先

人の方々の苦労と先輩の方々の努力により

歴史・文化・風土をつくり上げてきまし

た。私たちは、その礎をもとに、さらなる

発展を遂げていく責務を有しており、ふる

さと美幌を未来に引き継いでいく使命を果

たさなければなりません。

ふるさと美幌は、豊かな自然、豊富な資

源、優秀な人材を有し、これからも前へ向

かって進んでいくことができるまちである

と確信をしております。

地域資源を守り育てながら、そこから富

や恵みをいただき地域発展へつなげていく

ために、地域一丸となった総合力をもって

進むことで、確かで未来と夢のあるまちづ

くりができるものと確信をしております。

多くの課題や困難を乗り越え、次代を担

う子供たちが、夢と希望に満ちあふれ、こ

のまちに誇りを持ち、人と人とのきずなが

実感できるよう、全ての方々が、それぞれ

の立場・持ち場で全力を挙げていただくよ

うお願いするとともに、町民皆様並びに議

員各位に、今後とも一層の御理解と御協

力、さらにはお支えを心からお願い申し上

げ、町政執行に当たっての方針といたしま

す。

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。

午後 １時５２分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 ２時００分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

引き続き、平成２８年度教育行政執行方

針について、教育長の発言を許します。

教育長。

○教育長（平野浩司君）〔登壇〕 平成２

８年度美幌町教育行政執行方針を述べさせ

ていただきます。

【はじめに】

平成２８年度予算の御審議をいただく美

幌町議会定例会におきまして、教育行政の

執行方針について述べさせていただきます

ことに深く感謝を申し上げますとともに、

議員並びに町民皆様の御理解と御協力をお

願い申し上げます。

さて、人口減少・少子高齢化・高度情報

化に伴うグローバル化、価値観やライフス

タイルの多様化、地域コミュニティの希薄

化など、社会・経済情勢の変化に加え、地

方主権型社会への進展もさらに加速してお

り、地域における教育の充実はますます重

要になってきております。

このような中、本年度から改正された新

教育委員会制度のもと、本年１月には、町

長が主宰する美幌町総合教育会議において

教育大綱が策定され、一層の連携のもと、

しっかりと教育行政を推進していくことが

重要と考えております。

教育委員会として、町民の皆様や全ての

教育関係者の皆様とともに、この教育大綱

を共有し、明確な教育行政執行の方向性を

示す中で、多くの皆様から御意見をいただ

きながら、引き続き、顔の見える教育委員

会として、さまざまな教育課題について積

極的に取り組んでまいります。

【教育行政に臨む基本的な考え方】

まず、教育委員会の教育行政に臨む基本

的な考え方について申し上げます。

教育大綱では、美幌町の教育の目指す姿

を、美幌町教育目標の実現と位置づけてお

り、その冒頭に掲げる「人間性豊かな教育

を目指して」を念頭に、効果的な施策を講

じながら、この実現に向けて引き続き努力

していく考えであります。

また、新たにスタートする第６期総合計

画の主要事業や第７次社会教育中期計画の

目指す具体的な方向性の推進を図るととも

に、総合教育会議においては、十分に町行

政との連携を図りながら、美幌の教育充実
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のため、次のとおり重点施策を展開してま

いります。

さらに、効果的な教育行政の推進と町民

への説明責任を果たすため、引き続き外部

評価を行い、町民の皆様に公表し、検証内

容を十分に生かした教育行政を進めてまい

ります。

【重点施策の展開】

学校教育の充実。

学習指導要領の生きる力を育むという理

念のもと、子供たちに、知育（確かな学

力）・徳育（豊かな心）・体育（健やかな

身体）の調和のとれた教育環境づくりを推

進します。

あわせて、学校・家庭・地域の３者によ

る連携協力のもと、保護者や地域に開か

れ、地域とともにある学校づくりに取り組

んでまいります。

幼児教育の推進。

幼児期は、人間形成の基礎を養う重要な

時期であることから、幼児期における教育

が充実するよう、就園（入園）の機会を確

保するための支援として、従来の私立幼稚

園就園奨励費補助事業の多子世帯対象を、

小学３年生から高校３年生まで町単独に拡

大し、事業を実施してまいります。

あわせて、小学校教育との円滑な接続に

向けて、認定こども園や幼稚園、保育園

（保育所）との相互連携を進めてまいりま

す。

確かな学力の向上。

学校改善プランによる学力向上。

子供たちが、変化の激しい多様な社会を

生きていくためには、学習意欲を高め、基

礎的・基本的な知識や技術の習得とそれら

を活用できる力を育むことが重要です。

このため、全国学力・学習状況調査や独

自の学力検査の結果を踏まえた各学校の学

校改善プランに基づき、学力向上に向け引

き続き、チーム・ティーチングや習熟度別

指導など、指導工夫改善やきめ細かな指導

の充実、道教委のチャレンジテストを活用

した振り返り学習などを進めてまいりま

す。

小学校においては、今年度は道の授業改

善推進チーム活用事業により３名の教員が

推進チームとなり、３小学校を１週間ごと

に回り、国語・算数科においてチーム・テ

ィーチング行い、授業改善と学習規律の徹

底を図っていく考えであります。

さらに、町費により小学校教育支援員を

新たに配置し、低・中学年の算数科におい

て、きめ細かな指導を行い、確実な基礎学

力の定着に向けた取り組みを進めてまいり

ます。

中学校においては、美幌中学校の学級減

に伴い、教職員定数が減員となることか

ら、町費による臨時教員を特別に配置し

て、教科指導や生徒指導の充実を図ってま

いります。

このほか、長期休業中における東京農業

大学の大学生ボランティアによる学習サポ

ート事業を年間１０日間、全小・中学校で

実施、退職教員等を活用した放課後におけ

る補充的な学習サポートを行うとともに、

家庭学習の習慣化を図るため、親子算数教

室・国語教室の開催や、家庭学習の手引

き、生活リズムチェックシートなどの活用

を呼びかけるなど、保護者との連携に努め

てまいります。

小学校３５人学級の実施。

小学校の全学年で３５人以下をめどとし

た少人数学級を実施し、児童一人一人の理

解度や興味・関心を踏まえたきめ細やかな

学習指導のため、３人の教員を町単独で配

置し、質の高い教育環境を整えてまいりま

す。

学校種間連携。

子供たちの学びや育ちの連続性を図るた

め、認定こども園や幼稚園・保育園（保育

所）、小学校、中学校、高校へと進む過程

で、それぞれの発達段階に応じ、不安をな

くす指導ができるよう、入学説明会や体験

入学、中１ギャップ対策として、小・中教
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員の相互交流など、学校種間の連携を推進

してまいります。

国際理解教育。

国際理解教育については、継続して１名

の外国語指導助手を２週間ごとに中学校に

配置するとともに、小学校及び教育相談室

へも随時派遣し、コミュニケーション能力

の育成と国際理解教育の推進を図ってまい

ります。

健やかな身体の育成。

健康保持。

子供たちの健康の保持増進につきまして

は、定期的な健康診断による健康管理はも

とより、感染症の予防に努めてまいりま

す。とりわけ、小学校では、虫歯予防対策

としてのフッ化物洗口を継続して実施する

とともに、中学校では、喫煙・危険ドラッ

グを含む薬物乱用防止教室を開催するな

ど、適切な保健管理・指導を行ってまいり

ます。

体力向上。

健やかな身体を育成するためには、日常

的に運動に親しむ習慣を身につけさせるこ

とが大切なことから、学校における運動習

慣の定着に向けた取り組みを進めるととも

に、引き続き、地域の協力のもと、水泳・

スキー・スケート授業において、外部講師

を生かした体育授業を実施してまいりま

す。また、全ての学年で新体力テストの実

施や全国体力・運動能力、運動習慣等の調

査結果を踏まえて、一校一実践など学校の

特色を生かした効果的な体力向上の推進に

取り組んでまいります。

生活習慣。

望ましい生活習慣を定着させるために

は、よく体を動かし・よく食べ・よく眠る

という規則正しい基本的な一日の生活リズ

ムを身につけさせることが大切でありま

す。生活リズムと学力・体力とは密接な関

係にあることから、早寝・早起き・朝ごは

ん運動を基本に、家庭学習と毎日の運動の

習慣化を図ってまいります。あわせて、学

校や家庭での食に対する生活習慣の改善な

ど、食育の推進にも努めてまいります。

豊かな心の育成。

道徳教育。

子供たちの規範意識や倫理観、自他の生

命を大切にする心やふるさとを愛する心、

善悪の判断などの道徳性を身につけさせる

ことが重要との考えのもと、その推進に当

たっては、文部科学省の「私たちの道徳」

の活用や道徳の授業公開、地域の人材やさ

まざまな教育資源を活用した道徳教育の一

層の充実を図ってまいります。

いじめ対策。

いじめ対策については、どこの子供に

も、どこの学校でも起こり得るという強い

共通認識を持ち、学校・家庭・地域・行政

が、それぞれの役割を果たしながら、子供

たちの小さなサインを見逃すことなく、未

然防止・早期発見・早期対応に重点を置い

た、いじめを生まない教育土壌を育む取り

組みを進めます。また、いじめ防止基本方

針に基づく、いじめ問題対策連絡協議会の

開催により、日常的な情報の共有を図って

まいります。

あわせて、いじめ問題やネットトラブル

の増加など、児童生徒を取り巻く環境が複

雑かつ多様化している現状を踏まえて、生

徒指導のための研修会や情報モラル教育の

充実を図ってまいります。

読書活動。

読書活動は、子供が言葉を学び、感性を

磨き、表現力を高め、創造力を豊かなもの

にし、人生をより深く生きる力を身につけ

ていく上で欠かすことのできないものであ

ります。

そのため、図書館司書との連携により、

学校図書館の選書の充実、朝読書や読み聞

かせなど、読書活動の充実を図ってまいり

ます。

また、家庭での読書を通じて、家庭内の

コミュニケーションを図ろうとする家読を

引き続き推進し、子供たちの読書習慣の定
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着と望ましい生活リズムの形成に努めてま

いります。

教育相談体制の充実。

教育相談体制として、教育相談室に２名

の専門的な知識を持った相談員を配置して

います。教育専門相談員は、家庭や学校だ

けでは解決が難しい教育的な課題に取り組

み、問題を抱える児童生徒や家庭の相談・

指導・支援を行ってまいります。

不登校問題相談員は、いじめや学業不

振、学校の集団生活になじめず不登校にな

っている児童生徒に対して、学校・家庭と

連携をとりながら、学校訪問や家庭訪問等

での相談や支援業務、サテライト授業によ

る学習支援等を通して、学校復帰を目指す

とともに問題解決に取り組んでまいりま

す。

また、学校におけるＱＵテスト（楽しい

学校生活を送るためのアンケート）の結果

のもとに、学級集団を捉え、学級経営のあ

り方などの指導・相談・支援を行います。

特別支援教育の充実。

特別支援教育については、障害のある児

童生徒の一人一人の教育的ニーズに応じた

適切な教育支援を行うため、個別指導計

画、個別支援計画を作成し、関係機関など

と連携した効果的な指導や支援に取り組ん

でまいります。

特別な配慮が必要な児童生徒には、学級

編制等にあわせて介助員を配置するととも

に、特別支援教育関係者への研修会を実施

するなど、特別支援教育の充実を図ってま

いります。

信頼される学校づくりの推進。

教員の資質向上。

教員は、教育の専門家として、子供たち

や保護者の負託に応え、責任ある教育活動

を展開できるよう資質・能力を高めるとと

もに、法令を遵守し、教職に対する使命感

や倫理観を持って職務を遂行しなければな

りません。

そのため、積極的に個人研修や学校外に

おける各種研修、講座等への参加促進、組

織的に取り組む校内研修、授業実践交流に

よる授業の公開、研究協議を積極的に進め

るなど、授業の改善、見直しに努めるとと

もに、教育局指導主事や町指導主事による

学習指導や教育に関する専門的事項の指導

助言を行い、教員の資質・能力や指導力の

向上に努めてまいります。

学校評価と学校運営改善。

学校は、教育活動やその他の学校運営の

状況について、みずから評価し、その結果

を公表し、地域の教育力を積極的に活用し

ながら、地域とともにある学校づくりを推

進する必要があります。

そのためには、参観日や学校行事での保

護者や地域の方々との交流を初め、学校評

議員との懇談、学校だよりを通して、学校

の状況や取り組みの様子を保護者や地域に

発信するとともに、児童生徒や保護者のア

ンケート、教職員を含めた学校関係者の評

価など、多くの意見を反映させた学校運営

や教育活動の改善を進めてまいります。

教職員の服務規律の保持。

教職員は、全体の奉仕者として公共の利

益のため職務を遂行すべき責務を負ってい

ることや、子供たちの手本となるべき立場

であることを自覚し、学校教育に対する町

民の信頼を損なうことのないよう、法令等

を遵守し、みずからの姿勢を正すなど、教

職員一人一人が厳正に職務を遂行するよう

指導を徹底し、服務規律の厳正保持に努め

てまいります。

高等学校との連携協力。

平成２３年度に普通科と農業科が併設さ

れた新たな美幌高校が開校し、これまで学

校の特色を生かした教育活動が実践されて

います。町内唯一の高校として、多様な教

育機会の充実を図るため、継続して道教委

に対する間口確保や教育施設の充実を要請

する取り組みを進めるとともに、魅力ある

高校づくりを支え、生徒確保に向けた必要

な手だてを町行政と連携を図りながら実施
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してまいります。

学校施設や良好な教育環境の整備・充

実。

学校施設整備。

子供たちが、快適で安心して学べる良好

な学習環境を維持するため、また、今後見

込まれる児童生徒数や教育環境の変化に対

応するため、適正な維持管理を行うととも

に、計画的な学校施設設備の改修に努めて

まいります。

新年度は、美幌小学校暖房監視装置取替

え修繕、東陽小学校電気暖房機取替え修

繕、東陽小学校屋外遊具更新、旭小学校給

食用小荷物昇降機取替え修繕、旭小学校玄

関スロープ改修、美幌中学校体育館床塗

装、美幌中学校教育用コンピュータの更新

などを実施いたします。

安全・安心な教育環境。

近年、大雨・地震・台風などの自然災害

や交通事故、不審者による声かけなど、子

供の安全を脅かす事件・事故が発生してお

ります。

子供たちがみずからの力で、状況に応じ

た判断や行動を通して危機を回避する力を

身につけられるよう、火災や地震、台風災

害を想定した避難訓練や防災訓練を実施い

たします。

また、交通安全教室の開催、自転車マナ

ーの指導や防犯訓練、美幌町通学路安全推

進協議会による通学路の合同安全点検、登

下校の見守り活動などを計画的に実施して

まいります。

さらに、不審者情報メールの配信や携帯

電話・パソコン等のインターネット犯罪か

ら子供たちを守る取り組みを進めるため、

保護者、地域住民、関係機関と連携し、地

域ぐるみの取り組みを進めてまいります。

学校給食。

学校給食では、学校給食摂取基準に基づ

き、必要なエネルギーや栄養素を満たすよ

う留意しながら、多様な調理法を組み合わ

せた献立作成に努めるほか、美幌産農畜産

物や加工品を可能な限り使用するなど、地

産地消の推進にあわせ、学校訪問指導を通

じて地域農畜産業への理解を深める取り組

みを引き続き行ってまいります。

また、食物アレルギー対策では、北海道

教育委員会が策定した、学校における食物

アレルギー対応の進め方に基づいた対応の

ため、学校給食運営委員会の機能強化を図

ります。

あわせて、昨年に引き続き、アレルギー

対応を必要とする児童生徒については、医

師が作成する学校生活管理指導表を保護者

が学校に提出し、これに基づいたアレルギ

ー対応を行います。

町といたしましては、学校生活管理指導

表を作成する費用の一部を引き続き助成

し、保護者の負担軽減を図ってまいりま

す。

なお、給食センターは、開設後１８年が

経過し、各種調理機器等が経年劣化したこ

とにより、新年度はマイコンスライサー、

配送用コンテナ、検食保存用冷凍庫などの

更新、受水槽の修繕などを行うとともに、

建物本体では屋根改修工事を行い、適切な

維持管理に努めてまいります。

スクールバス。

スクールバスの運行事業については、旧

町営バス路線を含め、委託８台、直営１台

の９台で運行いたします。

運行に関しましては、児童生徒の利便

性、安全運行に努めるのはもとより、少人

数の登下校時の場合にはハイヤーを代替と

して活用するなど、引き続き経費削減と効

率的な運行に努めてまいります。

社会教育の充実。

生涯を通じてお互いに学びあい、高めあ

える、活力ある生涯学習社会の構築のた

め、新たにスタートする第７次美幌町社会

教育中期計画に沿って、あらゆる世代が、

いつでも、誰でも、どこでも学べるよう取

り組むとともに、人と人との関係を深め合

い、町民一人一人の力を引き出し、活躍の
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できる環境づくりに努めてまいります。

青少年の健全育成の推進。

家庭教育。

全ての教育の出発点である家庭や地域の

教育力の向上に向けて、幼稚園家庭教育学

級の活動を支援するほか、フレッシュママ

セミナーを継続していくとともに、広報紙

等による情報提供などの啓発活動を行い、

保護者の学習機会の拡充と子育て環境の充

実を進めてまいります。

少年教育。

少年教育については、青少年関係団体や

社会教育活動団体と連携し、心身を育む豊

かな体験活動を通して、子供たちの健全な

発達が図られるよう取り組みを進めるとと

もに、学校を核としたコミュニティの推進

に努めてまいります。

青年教育。

青年教育では、はたちのつどいや青年交

流会など、青年活動団体の自主的活動を引

き続き支援するとともに、育成に努めてま

いります。

青少年対策。

次代を担う青少年の健全育成のため、学

校・家庭・地域の持つそれぞれの役割を生

かしながら、子供たちを取り巻く社会環境

の変化を把握し、情報交換を深めながら子

供たちの安全確保や非行防止に努めてまい

ります。

生涯学習の推進。

成人教育。

成人教育については、町民の学習に対す

る要求に即した学習情報の提供を初め、今

日的課題や興味に関するイマドキ講座の開

催のほか、女性講座や女性リーダーの育成

を引き続き行うとともに、サークル開催講

座などにより、誰もが気軽に参加できる学

習機会を提供してまいります。

高齢者教育。

高齢者教育においては、多くの仲間とと

もに学び続けることで、生きがいのある充

実した生活を送る一助になるよう、明和大

学の講座内容の充実を図るとともに、明和

友の会の自主的学習活動を引き続き支援し

てまいります。

また、高齢者の豊かな知識や経験を生か

したボランティア活動や世代間交流を推進

してまいります。

芸術・文化活動の推進。

すぐれた芸術文化に触れる喜びとみずか

ら表現する喜びを体験することは、町民の

心を豊かに育む機会となることから、町民

会館「びほーる」を核として、芸術や文化

活動推進のため、支援を継続してまいりま

す。

芸術文化鑑賞事業においては、文化連盟

を初め、各種文化団体の協力のもと、あら

ゆる世代が質の高い芸術に直接触れる機会

を引き続き提供するとともに、町民有志の

実行委員会が行う事業に対しても支援して

まいります。

また、各種サークル活動は、マナビティ

ーセンターを拠点に、幅の広い学習活動・

文化活動が展開されており、その主体的活

動を継続支援してまいります。

スポーツの振興。

個々の体力や年齢など目的に応じて親し

めるスポーツは、心身の成長を促し、活力

を与え、健康保持や体力向上が図られま

す。

誰もがともに交流し、明るく豊かで活力

に満ちた地域コミニティが活性化するため

には、スポーツ活動に取り組むことは重要

な課題となっております。

このような中、各種競技スポーツ及び生

涯スポーツの普及・振興に努めるため、引

き続き、体育協会及び総合型地域スポーツ

クラブとの連携・協働を図り、地域特性を

生かした環境づくりを推進してまいりま

す。

また、各種スポーツ団体の積極的な活動

や指導者の育成などにより、少年団等多く

の町民が全道・全国大会へ出場し、さらに

は、本町出身のスポーツ選手が全国大会や
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国際大会で活躍されていることは、町民に

大きな夢と希望を与えているところであ

り、これまでの活動の成果であるととも

に、今後も期待しているところでありま

す。

町民のスポーツへの関心がさらに高ま

り、それぞれのニーズに応じた活動に取り

組めるよう、スポーツの普及振興を図って

まいります。

社会教育施設や良好な教育環境の整備充

実。

図書館。

近年は、テレビやインターネットなど情

報媒体の発展により、子供たちの活字離れ

や読書離れが危惧されています。

子供たちにとって読書活動は、言葉を学

び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を

豊かなものにし、人生をより深く生きる力

を身につけていく上で欠かすことのできな

いものであります。

こうしたことから、今年度より、従来の

乳幼児１０カ月検診時のブックスタート事

業、小学校１年生入学時のブックセカンド

事業に加え、新たに、物事に対する興味や

好奇心が生まれる時期の３歳児健診時に絵

本を手渡すことにより、保護者へ読書の重

要性を伝え、読書習慣の形成と子育て支援

を図るため、ゼロ歳、３歳、６歳と切れ目

のない「子ども未来絵本０３６事業」とし

て拡充を図ってまいります。

また、美幌町の戦前からの新聞につい

て、新聞紙の酸化が進み保存が困難になっ

てきたため、今年度から２年間でマイクロ

化及びデジタル化を図り、貴重な資料の保

管と利用促進に努めてまいります。

さらに、平成２８年度から平成３３年度

までの、第３次美幌町子どもの読書活動推

進計画を策定し、関係機関との連携によ

り、子供の発達段階に応じた読書活動の推

進を図るため、さまざまな事業を展開する

とともに、町民に親しまれる図書館づくり

を目指してまいります。

博物館。

博物館では、多くの町民が興味を抱き、

ふるさとを知っていただくきっかけづくり

となるよう、各種の特別展・企画展等を予

定しております。

教育普及では、引き続き各種団体や学校

教育とさらなる連携を図り、講座内容を拡

充し、博物館教育につながるよう努め、多

くの町民が博物館活動に関心を持ち、親し

まれる博物館づくりを積極的に目指してま

いります。

文化財の保全・保護では、指定文化財の

点検・巡視を行うとともに、埋蔵文化財発

掘調査として、道営畑地帯総合土地改良事

業の昭美・豊栄・稲都福梅の３地区におけ

る予備調査、各種開発行為に伴う事前調査

を予定しております。

町民会館。

既存町民会館の改修については、現在策

定中の実施設計に基づき、これまでの多目

的利用を基本に、「びほーる」との連動性

を持った機能的な施設として、平成２８年

度から解体工事、改築工事に着手し、平成

３０年度に完成できるよう事業の推進を図

ってまいります。

社会教育施設。

社会教育施設整備については、利用の実

態や要望を踏まえ計画的に取り進めており

ますが、新年度は、柏ヶ丘公園クロスカン

トリースキーコースの圧雪車導入、既存網

走川河畔公園パークゴルフ場の充実整備な

どを予定しております。

【むすび】

以上、平成２８年度の教育行政執行に当

たりまして教育委員会の方針を申し上げま

した。

教員委員会は、町行政や関係機関との連

携はもとより、家庭や地域と協働して、こ

れからのふるさと美幌を支える子供たちの

健やかな成長と、町民一人一人が生き生き

と学び続け、豊かな人生を送ることができ

るよう、全力で取り組んでまいります。
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議員並びに町民皆様の御理解と御協力を

心からお願い申し上げます。

○議長（大原 昇君） 暫時休憩します。

再開は１４時４５分とします。

午後 ２時３５分 休憩

―――――――――――――――――――

午後 ２時４５分 再開

○議長（大原 昇君） 休憩前に引き続

き、会議を開きます。

―――――――――――――――――――

◎日程第３９ 一般質問

○議長（大原 昇君） 日程第３９ 一般

質問を行います。

通告順により発言を許します。

６番戸澤義典さん。

○６番（戸澤義典君）〔登壇〕 それで

は、ただいまから、戸澤が、みどりの村の

将来像について一般質問をさせていただき

ます。

事前に通告しておりますが、まず第一

に、みどりの村の将来像について。

１点目、あり方検討委員会の設置経緯及

び現在までの進行状況について。

昨年９月に「みどりの村」のあり方検討

委員会が設置され、数回の会議が行われた

と承知していますが、委員会を設置するに

至った経緯と、委員会の編成及び現在まで

の進捗状況についてお聞かせください。

２点目、公社としてのあり方について。

美幌みどりの村振興公社は、一つ、定員

の抑制等による人件費の軽減、二つ、指揮

系統の統一による合理的運営、三つ、収益

事業の柔軟・弾力的対応などの観点から、

平成元年３月６日に財団として設置をさ

れ、平成２５年４月１日には一般財団法人

へ移行したと認識していますが、設立から

２７年経過した現在、町からの負担金が減

少し、収益事業としての基盤が完成したの

か。とりわけ公社設立当時から現在までの

負担金及び管理委託料の推移と今後の支援

の考え方についてお聞きします。

３点目、美幌エコハウスの成果につい

て。

みどりの村には、２１世紀環境共生型住

宅のモデル整備による建設促進事業として

環境省の補助金を受け、全国２０カ所の自

治体の一つとして、我が美幌町が平成２２

年３月２６日に美幌エコハウスを完成させ

ましたが、町民の方々でこの美幌エコハウ

スを認知している人が何人いるでしょう

か。言いかえれば、住宅建設をする際、こ

の美幌エコハウスを参考として２１世紀環

境共生型住宅を建設した人が何人いるでし

ょうか。

環境省の思惑は、このモデルハウスによ

り、２１世紀環境共生型住宅の建設促進だ

と思われるのですが、平成２２年３月以降

の町内での美幌エコハウスを参考とした住

宅建築はあったのでしょうか。

また、平成２２年３月完成以降の美幌エ

コハウスの利用状況は、平成２２年度こそ

２００名余りでしたが、平成２３年度以降

は年間で５００から６００名、年間の研修

可能日分の研修利用日、いわゆる使用率か

ら言えば３０％前後と認識しております。

しかしながら、町内利用者は年間で１５

０名から１８０名で、全体利用者の２分の

１から３分の１となります。せっかくつく

ったものですから、その目的を達成するた

めの努力をすべきと思いますが、現在まで

の利用者数、利用率は町長として妥当とす

るのか、不十分と思っているのか、お聞き

します。

４点目、修繕整備等の必要箇所の状況に

ついて

みどりの村の顔とも言うべき入り口付近

に壁泉があり、そこでイルミネーションも

行っていますが、せっかく来た人たちもＵ

ターンしそうなほど老朽化が著しいように

見えます。

また、博物館北側の壁泉に続く水路、そ

して森林公園内の階段など数カ所の修繕箇

所があるように思われます。修繕必要箇所

の認識、優先修繕箇所など、修繕の考え方
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についてお聞きします。

５点目、関係諸団体等との連携状況につ

いて。

平成１５年から町内の桜の名所を創る会

という団体が、みどりの村に桜の苗木等を

１，０００本以上植樹し、平成２２年から

は桜まつりというイベントを主催して、み

どりの村の広報活動の一翼を担っています

が、このようにみどりの村の維持や広報活

動に協力している民間団体について、町と

してどのように受け入れ、公社側にどのよ

うに指示・依頼しているのか、お尋ねしま

す。

次に、みどりの村と博物館の関係につい

て。

みどりの村の地域内には、公社が運営す

るグリーンビレッジ、森林公園キャンプ

場、美幌エコハウスと美幌町が運営する博

物館が混在していますが、町民目線から言

えば、あの地域全てがみどりの村であり、

公社が管轄しようが、教育委員会が管轄し

ようが関係ありません。

そこで、質問ですが、公社と博物館の連

携は十分に図られているのでしょうか。

例えば、博物館見学中の人がキャンプ場

の利用について質問しても答えられると

か、キャンプ場を利用している人が博物館

には何が展示されているかの質問に答えら

れるとかになっているのでしょうか。

また、広報上の連携は図られているので

しょうか。広報びほろを見ますと、博物館

だよりのページはありますが、みどりの村

だよりのページはありません。今月のお知

らせコーナーにみどりの村の催し物が記載

されてはいますが、みどりの村だよりとし

て催し物と博物館の案内をしたほうが理解

しやすいと思いますが、いかがでしょう

か。

以上、２項目、６点についてお伺いいた

します。よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君）〔登壇〕 戸澤議員

の質問にお答えを申し上げます。

初めに、みどりの村の将来像について。

あり方検討委員会の設置経緯及び現在ま

での進行状況についてでありますが、１点

目の質問のみどりの村のあり方検討委員会

についてでありますが、博物館を含むみど

りの村の利用者数は年々増加の傾向にあり

ますが、施設の老朽化よる改修の時期が近

づいており、また、一層の利用者増加に向

けた取り組みの検討などが必要であること

から、平成２７年９月に、一般財団法人美

幌みどりの村振興公社の理事・評議員・幹

事・美幌博物館職員合わせて９名の委員に

よるみどりの村あり方検討委員会を設置い

たしました。

検討委員会の所掌事項は、みどりの村の

今後の事業展開や各施設の利用方法及び修

繕・運営体制などであり、これまで４回の

会議を開催して、公社が行っている事業に

ついて必要性や見直すべき点、今後の事業

のあり方について検証しています。

今後の会議では、施設の修繕や運営体制

について検討を行い、平成２８年度の早い

時期を目途に、町に対する提言を行うこと

を予定しています。

次に、２点目の公社としてのあり方につ

いての御質問についてでありますが、公社

への町からの負担金及び管理委託料の推移

でありますが、公社が設立された平成元年

当時は、博物館・農業館、交通ターミナ

ル、林業館の施設管理を行っており、その

委託料は約４，３６８万５，０００円であ

りました。その後、平成４年度には、農林

漁業体験実習館の施設管理業務が加わった

ことによる職員数の増加などもあり、町負

担金と管理委託料の総額８，３２７万８，

０００円に増加して、ピークの平成１４年

度には９，８４４万４，０００円に達しま

した。

以降は、町の厳しい財政状況を踏まえ

て、事務事業の効率化を進め、あわせて指

定管理を委託する施設を見直した結果、平
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成２６年度決算では４，３１２万６，００

０円の支出となっています。

今後も利用者ニーズに即した事業運営が

進められるよう、指定管理者である公社と

連携を密接にしながら、効果的な管理運営

に努めてまいります。

３点目の美幌エコハウスの成果について

の御質問でありますが、同施設は、地元の

ＦＳＣ国際森林認証材を使用した、木の見

える化やウッドマイレージによるＣＯ２の低

減、温度差や太陽光のローカルエネルギー

を最大限活用した低炭素な家づくりをコン

セプトとしています。

住宅の特徴として、ローカルエネルギー

である地中熱ヒートポンプやペレットスト

ーブ、ペレットボイラー、太陽光発電、さ

らにはＦＳＣ国際森林認証町産材の活用が

あり、個人の住宅に当たっても、これらを

取り入れる方々が一定数見受けられること

から、コンセプトに沿った取り組みが地域

に広がっていることが伺えます。

美幌エコハウスの利用は年間約１，００

０人で推移していますが、この結果を満足

とせず、今後も、みどりの村とローカルエ

ネルギー、ＦＳＣ国際森林認証町産材がそ

れぞれ利用拡大につながるよう、効果的な

ＰＲなどの取り組みを進めてまいります。

４点目の修繕整備等の必要箇所の状況に

ついての御質問でありますが、各施設とも

建設から２０年以上経過しており、経年に

よる劣化がさまざまな箇所で見受けられま

す。修繕を要する箇所は、指定管理者であ

る公社職員が随時施設内を巡回しており、

事故につながるおそれのある箇所は速やか

に、その他の施設につきましても計画的に

対応するよう、現在検討をいただいており

ます、みどりの村あり方検討委員会の意見

を踏まえて取り進めてまいります。

５点目の関係諸団体等との連携状況につ

いての御質問でありますが、公社が行って

いる事業に対しては、桜の名所を創る会を

初めとして、公社設立以来、自治会・農林

業・商工・観光・教育など各方面の方々が

団体・個人の立場で御協力をいただいてお

り、事業の裾野を広げていくための大きな

活力となっていますことを町としても感謝

いたしているところであります。

みどりの村に対する協力の受け入れにつ

きましては、申し出があった場合、町や公

社からお願いする場合のいずれにおきまし

ても、目的がスムーズに達成できるよう、

相手方と事前の打ち合わせをしながら進め

ております。

今後の事業展開におきましても、この関

係をより一層発展・充実できるよう、御協

力をいただいている皆さんと、町、公社の

つながりを大切にしながら取り進めてまい

ります。

次に、みどりの村と博物館との連携状況

についてでありますが、御利用いただく皆

さんに、みどりの村一帯で快適な時間をお

過ごしいただくため、両施設では連携して

さまざまなことに取り組んでいます。

その一例といたしまして、イベントの案

内チラシは両施設に配置しており、また、

幾つかのイベントは同日に開催して、両施

設でゆっくりと楽しんでいただいたり、小

学生を対象とした宿泊体験学習の際に、講

座の一部を専門的な知識を有する博物館学

芸員が担うなど、より一層の連携推進の工

夫をしております。

お尋ねの広報上の連携につきましては、

現在はそれぞれが記事を掲載しております

が、今後も限られた紙面スペースの中でわ

かりやすさに配慮した効果的な情報提供が

できるよう検討を進めてまいります。

以上、御答弁をさせていただきました。

よろしくお願いをいたしたいと思いま

す。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） まず、あり方検討

委員会について再質問をさせていただきま

す。
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９名の委員は、公社の理事、博物館職員

等、全て公社等の関係者で構成されていま

すが、設置趣旨が利用者増加の取り組みと

施設の改修等であるため、一般町民を委員

にしていないということでしょうか。本来

ならば、キャンプ場利用者とか加工講習

会、グリーンビレッジ、エコハウス美幌等

の参加者・利用者など、広く一般町民の方

にも加わってもらい、生の意見を聞いたほ

うがよいと思うのですが、あえて公社と関

係者で委員会を組織した理由を聞かせくだ

さい。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） ただいまの外

部の意見をというお尋ねでございますが、

委員会の構成につきましては、委員のお話

のとおり、公社の役員で構成しておりま

す。

しかしながら、当然、外部の方、利用さ

れている方、運営等に携わっていただいて

いる方の意見も聞くことが必要だという認

識をしており、今後の委員会の中では、そ

ういった形で意見交換会等を開催していく

ことも考えておりますので、よろしくお願

いいたします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 例えば、キャンプ

場等の施設を利用した際にアンケートをと

っているとか、そういうような意見を参考

にしているということはないのでしょう

か。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） 申しわけあり

ません。答弁が漏れていましたけれども、

議員がおっしゃるように、例えば、キャン

プ場だとかグリーンビレッジ、さらには各

種講習会等の利用者に対してアンケートを

とっている状況であります。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） それでは、先ほど

言いましたように、今後、意見交換会を実

施して、町民の方の生の声も取り入れてい

くということでしたので、ぜひそのように

していただいて、公社職員等ばかりで検討

会を開いても本当に町民の生の声は反映さ

れないという思いがありますので、ぜひそ

のようにしていただきたいと思います。

次に、今回のあり方検討委員会の内容と

いうのは、現在の施設の枠の中の話のよう

に受けとめました。みどりの村の将来像に

はなっていないのではないかという気がし

ております。

これは私見ですけれども、みどりの村一

帯は、美幌町にとって観光資源となり得る

可能性を十分秘めていると思います。近く

にはスキー場があり、少し南に進めばパー

クゴルフ場があり、さらに、その上には柏

ヶ丘運動公園があります。美幌町にとって

は柏ヶ丘からスキー場までがスポーツフィ

ールドになるのではないでしょうか。

現在、都橋の離れた位置に峠の湯があり

ますが、いつまでも温泉が出るとは限りま

せん。いつかは枯渇するのではないかと思

います。みどりの村に、人工温泉でもいい

ですから、阿寒山脈と知床連山を一望でき

る入浴施設をつくり、近隣の畑を買収して

ラグビー、サッカーなどができる施設をつ

くり、山を利用して夏でもクロスカントリ

ーやモトクロス、冬はかまくら体験やスノ

ーモービルなどなど、そして、美幌小学校

から真っすぐ西に進んだ旧美幌自動車学校

のところから橋をかけて道路をつくると。

考えれば考えるほど夢が広がるのですけれ

ども、まして、女満別空港から３０分以内

の位置にありますから、スポーツ合宿や観

光客など、いっぱい呼び込めるのではない

かと思います。

ただし、膨大な資金はかかります。だか

ら、１０年、２０年ではできない話です。

完成するには５０年先の話になると思いま

す。しかし、そういった青写真をつくらな

いと一歩も前へ進みません。駅舎２階に完
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成した「きてらす」も２万人の利用者で

す。林業館跡ですから、もうあれ以上拡大

はできないと思います。私は、昨年４月の

選挙戦で訴えました。なぜみどりの村では

なく駅なんだと。逐次建物を増築できる広

さもあるし、ほかの施設との相乗効果もあ

るのに、何で駅なんだと。

このように、３０年先、５０年先を見据

えたみどりの村の将来像について検討する

機会はないのでしょうか、お伺いします。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） ５０年先の青

写真がなくては前に進まないという非常に

重みのあるお言葉だと思います。当然、検

討委員会の中でも、議員さんの一般質問か

らこのようなお言葉があったということも

報告しながら、また議論をさせていただけ

ればと思います。よろしくお願いします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 第６期総合計画を

つくりましたけれども、１１年計画なので

す。このみどりの村の青写真というのは、

この構想には当然入ってきません。ただ

し、こういう青写真がないと総合計画にも

当然反映できないと思います。ほかの施設

をつくるにしても、こういう大きな構想と

いうか青写真がないと、またいろいろな施

設が分散されてしまうという結果にもつな

がりますので、みどりの村に限らず、こう

いう施設の配置について、やはり青写真を

つくっておく必要性があると思いますが、

町長、いかがでしょうか。そういう話を設

ける場というのはないでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 戸澤議員がおっし

ゃるように、あの一帯は開基１００年のと

きに目玉事業として取り組まれた事業だ

と、そのように承知しております。

そんな中で、当初から、教育施設なのか

観光施設なのかということで、まちを二分

するようなお話もありましたし、温泉もあ

そこで電波探査をやった経過もありまし

て、そんな中で現在の位置に落ちついてい

るということであります。

５０年先を見通すというのは、今の状況

の中では大変厳しいと言わざるを得ないと

思います。青写真がないと物語も形になら

ないということだろうと思いますけれど

も、私としては、気持ちとしては非常によ

くわかる話でありまして、夢を語りながら

現実的な対応もしていかないといけないと

いうことで、今はどちらかというと現実対

応のほうで非常に厳しい状況にあります。

それこそ、我々は少子高齢化の中でやっ

てきましたけれども、人口減少という大き

な問題も最近脚光を浴びてきているという

ことでありますので、おっしゃることは非

常によくわかりますし、なかなかハードル

は高いし難しいと思いますけれども、機会

あるごとに職員に対しましてもそういった

啓発をしながら、私自身も目線を高くし

て、将来に向かって何ができるかというこ

とをしっかりと考えていきたいと思ってお

ります。

そういった意味で、すばらしい提言をい

ただいたなと思っておりますので、よろし

くお願いをいたしたいと思います。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） ５０年先を見据え

た青写真をぜひ描いていただきたいと思い

ます。

それでは次に、公社としてのあり方につ

いて再質問をさせていただきます。

先ほども述べましたけれども、経費の軽

減等を目的に公社にしたということで、設

立時と比べ、委託内容に差異はあるもの

の、さほど経費の軽減が図られていないと

いうことで受けとめました。

昭和６３年というのは、町の直営事業だ

と思うのですが、その当時の事業費は幾ら

ぐらいだったのか、お聞かせください。

○議長（大原 昇君） 経済部長。
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○経済部長（矢萩 浩君） 昭和６３年当

時の事業費ということでありますが、お尋

ねの昭和６３年度は、公社の設立が平成元

年の３月に設立したということで、現在の

ように公社が受け皿となった各施設の維持

管理業務は行っておりませんでした。町が

直営で行っている状況でありました。

さらに、当時は、農村公園の施設整備や

みどりの村の周辺の道路整備を行ってお

り、そして、町の財務会計処理も現在のよ

うな事業別予算となっていないことから、

農業館費・観光費・博物館費など、目の中

に維持管理事業費だとか整備費、さらに

は、施設本来の調査だとか活動費、そうい

ったような全ての事務事業に要する経費が

計上されており、非常に大くくりとなって

いて、詳細な把握ができないということを

まず御理解いただければと思います。

その中で、みどりの村に要する経費とし

て昭和６３年度の中で明確に区分されてお

りますのは、公社設立に要する基本財産の

３，０００万円、並びに管理費用として９

４万５，０００円、農村基盤総合整備事業

費として外周の道路整備で約６，０００万

円、農村公園の野外緑地広場として３，７

００万円の合計約１億３，０００万円は明

確になっております。

そして、このほかの博物館・農業館、交

通ターミナル、林業館の維持管理、運営に

要する経費につきましては、冒頭に申し上

げましたように、目の決算の内数としてし

か捉えることが困難であるということを御

理解いただければと思います。その内数の

金額としましては、最大で約９，９００万

円となっております。

以上、よろしくお願いいたします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） ここで何を聞きた

かったかというと、要するに、直営のまま

だったらどうだったのかということです。

要するに、今、公社にしたことによって経

費が直営のときよりも軽減できたのかどう

かということを聞きたかったのですが、今

の状態でなかったからわからないというこ

とですね。

先ほども言いましたように、平成元年設

立当時から比べても、さほど軽減はされて

いないという認識はお互いに合っているの

ではないかと思います。本来ならば、公社

みずからが収益を上げて、町の負担金等が

ゼロというのが多分理想なのでしょうけれ

ども、管理運営以外で、例えば収益に関し

て行政側が公社に対して指導を依頼してい

る事項があればお聞かせください。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） 指導依頼とい

いますか、公社も公社自身で、いかにみど

りの村の事業を魅力あるものにしていこう

ということに、内部でも努めておりますの

で、例えば講座を開催したりＰＲに努めて

利用客を呼び込むような工夫をしておりま

す。

そのことによって収益が上がれば、その

分、町の指定管理料も減額になっていくと

いうことと、さらには、町もそうですけれ

ども、公社独自の経費の見直しだとか経費

節減に努めており、負担金の軽減につなが

っているものだと考えております。よろし

くお願いします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 先ほどの１回目の

答弁で、平成元年当時は４，３００万円ち

ょっとの委託料だと。平成２６年度も４，

３００万円だと。プラスマイナスにした

ら、設立当時から町の負担金委託料は減っ

てもいない。本来は減らさなくてはならな

いと思うのですけれども、先ほど答弁の中

で、いろいろな事業をやって収益を上げて

いるのだと言いつつも、実際の負担金は減

っていないという現実があります。その中

で、今後、収益を上げさせるためにさらに

行政側としてどのように考えるのか、何か
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考えがあればお聞かせいただきたいと思い

ます。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） まず、平成元

年と今との違いでありますが、平成元年度

の時点は、博物館・農業館と交通ターミナ

ル・林業館、建物で言いますと、この二つ

の建物を維持管理しておりました。

今現在は、これにグリーンビレッジ・農

林漁業体験実習館がふえて、さらには交通

ターミナル・林業館は別の法人が指定管理

しております。

そして、博物館・農業館につきまして

も、一部のみを維持管理しておりますの

で、そういった対象となる施設が大きく変

わっているということはあります。

さらには、職員数につきましても、当時

と比較してかなり減となっておりますの

で、そういったこともあって、内部努力と

いうことで経費節減に努めている状況であ

ります。

あと、収益を上げる方法につきまして

は、これまでも、先ほどのあり方検討委員

会の話にもありますけれども、もっと情報

発信をしながらお客様を呼ぶというような

話もあります。それから、キャンプ場は非

常に人気がありまして、夏場であれば外国

からもお客様が来られているということ

で、口コミで広がっていって、利用客の増

につながっていると考えております。よろ

しくお願いします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 対象が違うという

ことで、対象物を考えれば収益が上がって

いるという認識と受けとめました。

時間がないので、次の質問に移ります。

美幌エコハウスというよりも、広報のあ

り方について質問をさせていただきます。

美幌町が作成する広報びほろですとか、

ホームページ、あるいは大型スーパー等で

ポスターなど、みどりの村で行っている催

し物をよく目にします。エコハウスの研修

利用者にしろ、加工講習会にしろ、グリー

ンビレッジ宿泊者にしろ、利用者がさほど

大きく増加していないように思われます。

先ほどの質問にも関係してきますが、収益

を上げるためには、もっともっと人を呼び

込まないとだめだと思います。行政側とし

てできることは限られると思いますが、例

えば、毎年７月に実施している観光和牛ま

つりをぜひみどりの村でやってもらうとか

の働きかけは行政にしかできないと思いま

す。町外からも数多くの方が来られる観光

和牛まつりをみどりの村で行えば最大の広

報効果となると思いますが、いかがでしょ

うか。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） 観光和牛まつ

りの会場をみどりの村へ変更してはどうか

というお話でございますが、美幌観光和牛

まつりは、網走川河畔公園を会場に約１万

５，０００人ものお客さんに真夏の一日を

楽しんでいただいております。そして、こ

のイベントにつきましては、観光物産協会

が中心となった実行委員会で広大な河川敷

の敷地を利用したさまざまなアトラクショ

ンのメニューを検討した上で開催されてい

るというのが実態であります。

御提案の観光和牛まつりの会場をみどり

の村へ変更してはどうかということであり

ますが、みどりの村としましては、お客さ

んがたくさん入っていただけることは非常

にありがたい部分ではありますが、一方で

は、駐車場だとか、これまでやっています

アトラクションだとか、河川敷の広大なロ

ケーションを利用してだとか、そういった

敷地スペースに関するさまざまな課題が考

えられております。

今後、実行委員会に対しては、こういっ

た御提案がありましたということは申し伝

えていきたいと思いますが、課題がかなり

あるということを御理解いただければと思

います。よろしくお願いします。
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○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 敷地の広さで言え

ば、多分、みどりの村も負けないぐらいの

敷地はあるのかと。ただ、ステージをつく

ったときに、そのステージを一万何千人が

みんな見られるか、スペースがあるかとい

ったら、確かにありません。しかし、ステ

ージを見ながら実際に焼肉をやっている人

が本当に何人いるかです。例えば、ステー

ジでなくても、グリーンビレッジの広場で

すとか、いろいろなところに広場があると

思います。そこに焼肉の炉を置くことは十

分可能だと思います。

確かに駐車場はないと思います。ただ、

網走の流氷まつりに行った方はわかると思

いますけれども、シャトルバスを走らせて

いるわけです。ステージをつくる経費があ

れば、多分、シャトルバスぐらい走らせら

れるのかと思います。駐車場は、今までの

河川敷を使って、シャトルバスを走らせれ

ば幾らでも収容できるのではないか。

やり方を考えれば、いろいろできる可能

性は秘めていると思いますので、行政側で

は決められないことですから、みどりの村

のＰＲという観点を第一に考えれば、そう

いうことも可能なのではないかなと思われ

ますので、ぜひひとつ御検討をいただきた

いと思います。

次に、これは行政側には直接関係ありま

せんけれども、年に４回、イルミネーショ

ンを行っていると思います。みどりの村ま

で行かないと明かりが全然見えません。私

も行ったことがあるのですけれども、リリ

ー山スキー場の明かりは大空町からでも見

えます。また、飛行機の中からでも見るこ

とができます。

例えば、森林公園内にある緑の砦、あれ

は日中でも建物が見えます。あそこにイル

ミネーションを飾りつければ、遠くからで

も光が見え、あの光は何だろうと思って近

くまで行って、そこに、さらに今までのよ

うにすばらしいイルミネーションがある

と。そうすると、こんなところに建物があ

ったのか、では日中に来てみようかとなる

かもしれません。電気を引っ張ったりと大

変なところもありますけれども、今はソー

ラーで十分蓄電できる能力があると思いま

す。初期費用はかかりますけれども、広告

料と考えれば安いのではないかと思いま

す。

これは公社側の話ですから回答は要りま

せんけれども、いろいろと考えれば、よい

アイデアは出てくるのではないかと思いま

す。

今後、公社が考える効果的広報に期待を

いたしまして、この質問は終わらせていた

だきます。

次に、修繕について再質問をさせていた

だきます。

修繕については、あり方検討委員会の意

見を踏まえて進めていくとのことでした

が、行政側としての意見はどの程度汲み取

っていただけるのか。負担金等を支出して

いるわけですから、ある程度意見を聞いて

くれると思うのですけれども、努めて早く

入り口の壁泉は修繕すべきと思いますが、

行政側としての考え方についてお聞かせく

ださい。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） お尋ねの壁泉

の件でありますが、壁泉につきましても、

いかんせん平成十四、五年ぐらいのときで

ありますけれども、町の財政も非常に厳し

いということで、公社事業のほうも経費節

減に努めている中で、壁泉の通水を停止し

て以降、現在に至っているという状況であ

ります。

今後、もし壁泉の通水を開始するとなっ

たら、当然、何年も通水していない状況で

すので、管路だとか目地などの点検等が必

要になってくることが予想されます。これ

らにつきましても、あり方検討委員会の中

で、どうしたらいいかということを話題提
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供しながら考えていきたいと思います。

また、修繕につきましては、建物本体

は、施設設置者の町で手当てする部分がご

ざいますが、こちらにつきましても、修繕

計画等をにらみながら、計画的に対応して

いきたいと考えておりますので、よろしく

お願いします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 壁泉を水が流れる

ようにもとに戻して直せという言い方をし

ているわけではなく、あそこがみどりの村

の入り口ですから、あそこに来て、何かお

もしろいものがある、さらに上に行ってみ

ようかと思えるように直すと。例えば、こ

れは私見ですけれども、あそこに若干のク

ライミングできるようなものをつくると

か、下の池のようになっているところで電

気自動車を走らせるようにするとか、いろ

いろなアイデアはあると思います。いずれ

にしろ、あそこの入り口でＵターンしそう

な状態はまずいと思いますので、もし公社

側に意見を言えるのであれば、ぜひそのよ

うにしていただきたいと思いますが、いか

がでしょうか。

○議長（大原 昇君） 経済部長。

○経済部長（矢萩 浩君） 今、Ｕターン

してしまいそうだというようなお話があり

ましたけれども、イルミネーションもあそ

こにつけているのは、みどり村をＰＲする

ということもそうですし、中にぜひいらし

てくださいという誘導的な仕掛けの一つで

もあります。さらに、キャンプ場だとか、

中に入っていただきたいという思いは公社

のほうも同じですので、これからその辺を

十分検討していきたいと思っています。よ

ろしくお願いします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） ぜひ、入り口につ

いては早目に何とかしてもらいたいと思い

ます。

次に、関係団体等との連携状況について

質問させていただきます。

団体・個人の立場に応じた協力に対し

て、その目的がスムーズに達成できるよう

に取り進めているというような回答でした

けれども、桜の名所を創る会は、会費から

桜の苗木を購入して植樹をし、また、桜ま

つりのためのポスターやビラの作成・配

付、そして、峠太鼓・合唱団・カラオケ同

好会等の団体の出演交渉など、全て会員の

会費で事業を行っております。これも全て

将来的にみどりの村を桜の名所にして人を

呼び込みたいという一心から行っておりま

す。

公社には、植樹後の桜の手入れなど一部

負担をおかけしているところはあります

が、私も会員の一員として、行政側の対応

は決して積極的とは思えません。和牛まつ

りにしろ、夏まつりにしろ、冬まつりにし

ろ、町が主催している事業ではないけれど

も、広報びほろに載せたり、あるいは美幌

町のホームページで宣伝を行っています。

桜祭りは一切触れられていません。見たこ

とがありません。平成２２年からもう５回

も実施しております。主催者側が掲載の依

頼をしていないからかもしれませんけれど

も、広報びほろ平成２６年５月号の今月の

お知らせコーナーを見ますと、桜のライト

アップと桜マップを記載しています。そこ

をよく見て、桜祭りは載っているかと思っ

たら、載っていないという状況です。団体

としては、せっかく企画した事業ですか

ら、多くの町民の方に、みどりの村にたく

さん桜があるよ、お祭りをやっているよと

いう思いで、会員みずからがビラを配りポ

スターを張ったりしております。

桜の名所を創る会を例として挙げました

けれども、このような団体等にもっと積極

的にかかわり、行政としてでき得る支援を

行うべきと思いますが、いかがでしょう

か。

○議長（大原 昇君） 経済部長。
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○経済部長（矢萩 浩君） 今、桜の名所

を創る会のお話が出ましたが、当然、ボラ

ンティアでやっていただくだとか、そうい

ったようなことがあります。それぞれ役割

分担もございますので、打ち合わせをしな

がら、公社はどういったことをやる、町は

どういったことをやる、実行委員会はどう

いったことをやるという役割分担をしなが

ら、お互いのできる範囲の中で取り組んで

いくように努めている状況であります。よ

ろしくお願いします。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） みどりの村でそれ

ぞれいろいろな事業をやっている団体、そ

れから個人についても、みどりの村をよく

したいという思いは一緒だと思います。行

政側の思いも一緒だと思いますので、ぜひ

お互いに思いを一緒にして、支援できると

ころは支援し合おうという姿勢で今後も行

っていただきたいと思います。

最後に、みどりの村と博物館の連携状況

について再質問させていただきます。

お恥ずかしい話なのですけれども、私

は、議員になる前、博物館と公社は別物

で、教育委員会が所掌だということは知り

ませんでした。また、公社も経済部が所掌

しているということも知りませんでした。

博物館を含めてがみどりの村で、町の第三

セクターあたりで運営しているぐらいにし

か思っていませんでした。

行政の中にいると、どうしても行政の職

員とかＯＢの方、あるいは、まちづくりに

かかわった人ぐらいしか博物館とみどりの

村は別物だと理解できている人はそんなに

いないのではないかと思います。

どこの職場でも、特に公務員に多いと思

うのですけれども、長くいればいるほど、

職場の中でやっていることが常識であり、

正しいと思いがちだと思います。博物館と

みどりの村は、管理運営は別物だというこ

とが当たり前になり、町民もみんなわかっ

ているはずだという状態なのかと。しか

し、現実は違うということです。町職員と

いう行政マンは、何をやるにしても町民目

線で物を考える必要があると思いますが、

いかがでしょうか。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 今の御指摘につい

て、職員が長くいて、そういう傾向に陥る

ということを肯定するつもりはありません

けれども、いずれにしろ、私も日ごろか

ら、町民の皆さんの目線に立って、立場に

立って何ができるかというところを、仕事

をやる上でのベースになる部分をしっかり

と持っていきましょうということを言って

おりますので、多分、そういう職員はいな

いと思います。万が一、いるとしたら、こ

の放送を聞いていると思いますので、悔い

改めてほしいという思いであります。御理

解をいただきたいと思っております。

みどりの村を昭和６３年につくったとき

には、一体的に取り組んで公社に委託した

という経過があります。町民の皆さんから

見ると、今、戸澤議員がおっしゃるよう

に、町がやっているのだろうという見方と

か、事情を知っておられる方は、公社と

町、教育委員会がやっているのだと。た

だ、一般の方には、どうしても町がやって

いるのだという受けとめ方をされると思い

ます。いずれにしろ、公社も私どもの経済

部が所管しておりますし、博物館は教育委

員会が所管しております。行政がどこかで

かかわりを持っているわけですから、横の

連携をしっかりしながら、公社であろう

が、教育委員会であろうが、町の施設であ

ろうが、住民目線に立った取り組みをしっ

かりとしなければいけないと、御指摘いた

だいたことをしっかりと受けとめていきた

いと思っております。

○議長（大原 昇君） ６番戸澤義典さ

ん。

○６番（戸澤義典君） 町長の思いも私の

思いも一緒ですので、ぜひひとつ町民目線
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で、みどりの村であろうが博物館だろうが

町民目線は一緒だということを肝に銘じて

今後も取り組んでいただきたいと思いま

す。

みどりの村と博物館は、今後もより一層

連携をしていくということで、最後に２項

目６点について質問をさせていただきまし

たけれども、みどりの村が、将来、美幌町

のよき財産となることを祈念いたしまし

て、私の質問を終わらせていただきたいと

思います。

どうもありがとうございました。

○議長（大原 昇君） 町長。

○町長（土谷耕治君） 特にこの施設は、

遅効性といいますか、しゃきっとプラザも

そうだったのですけれども、当初建設して

設置したときには、町民の皆さんにはなか

なか御理解をいただけなくて時間がかかり

ましたが、先ほど経済部長が話しましたと

おり、今では、夏のキャンプ場の中にレン

タカーで台湾の方が来ていただいたり、イ

ギリスの方に来ていただいたり、今はどん

どん脚光を浴びています。一方で、博物館

においては、特別展を初め、企画展も充実

した中でやっておりますので、今まさに脚

光を浴びている施設だろうと思っておりま

す。そのような中で、効果が出るのが遅い

と言われておりますけれども、しっかりと

これをいい流れにしていきたいと思ってお

ります。

「びほーる」と違って、即効果が出ると

いう施設ではなくて大変御心配をおかけし

ておりますけれども、こういった流れをし

っかりと受けとめて、美幌町になくてはな

らない施設だと、今後においても町民の皆

さんの評価をいただけるような施設にぜひ

していきたいと思っておりますので、どう

か御理解をいただいて、御支援、お支えを

いただきたいと思っておりますので、よろ

しくお願いしたいと思います。

○議長（大原 昇君） これで、本日の一

般質問を終わります。

―――――――――――――――――――

◎延会の議決

○議長（大原 昇君） お諮りします。

本日の会議は、これで延会したいと思い

ますが、これに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（大原 昇君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本日は、これで延会するこ

とに決定しました。

─────────────────────

◎延会宣告

○議長（大原 昇君） 本日は、これで延

会いたします。

       午後 ３時３７分 延会  
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